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第第１１章章  調調査査のの概概要要  

１．調査の目的 

 「健康いこま２１」、「生駒市食育推進計画」の見直しのための参考資料として使用します。 

 

２．調査対象者、調査方法 

 調査対象、調査方法は下記の通りです。 

 
対象者区分 対象者 調査方法 調査時期 

幼年 市内に在住の就学前の子どもの保護者 

郵送配布・ 

郵送回収 

平成 24 年 

９月６日 

～ 

９月 26 日 

小学生 市内に在住の小学５年生の子ども 

中・高校生 市内に在住の中学・高校生 

成人（18歳以上） 市内在住の 18 歳以上の市民 

 

 

３．配布数、回収率 

 配布数、回収率は下記の通りです。 

 
対象者区分 配布数 回収数 回収率 

幼年 800 550 68.8％ 

小学生 400 283 70.8％ 

中・高校生 800 424 53.0％ 

成人（18歳以上） 2,000 1,121 56.1％ 
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第第２２章章  幼幼年年期期  

１．対象児童について 

(1)年齢・性別 
対象者の年齢をみると、すべての年齢が 20％前後となっています。 

性別では、「男児」が 52.9％、「女児」が 46.5％となっています。 

図表 1 年齢 [N=550] 

０・１歳

19.3%

２歳

20.7%

３歳
18.4%

４歳

20.2%

５・６歳
20.5%

無回答

0.9%

 

図表 2 性別 [N=550] 

無回答
0.5%

女
46.5%

男

52.9%
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(2)回答者の続き柄・年齢 
回答者の続き柄は、大半が「母親」（94.2％）となっています。 

回答者の年齢は、大半が「30 代」（74.5％）となっています。 

図表 3 回答者の続き柄 [N=550] 

4.7

0.9

0.0

0.2

0.0

94.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

父

母

祖父

祖母

その他

無回答

(%)

 
 

図表 4 回答者の年齢 [N=550] 

10.2

74.5

0.2

0.0

14.4

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

20代

30代

40代

50代

60代以上

無回答

(%)
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(3)家族構成 
家族構成をみると、大半が「一般世帯（親と子ども）」（88.7％）となっています。 

図表 5 家族構成 [N=550] 

一般世帯

88.7%

その他
1.5%

無回答

0.5%

三世代世帯

7.5%

ひとり親世帯

1.8%

 

 

(4)カウプ指数 
カウプ指数1をみると、「やせすぎ」（0.7％）、「やせぎみ」（25.1％）といった、やせている

が約 26％、「標準」が 61.5％、「太り気味」（1.8％）、「太りすぎ」（0.4％）といった、太って

いるが約 2％となっています。 

図表 6 カウプ指数 [N=550] 

やせぎみ
25.1%

無回答

10.5%

標準

61.5%

やせすぎ

0.7%
太りすぎ

0.4%

太りぎみ

1.8%

 

                                                   
1 カウプ指数：乳幼児の体格の評価に使われる指標。体重(ｇ)÷(身長(ｃｍ)× 身長(ｃｍ))×10 で計算する。 
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２．食習慣について 

(1)離乳食の状況 
離乳食の状況についてきいたところ、大半が「はい（離乳食は順調に進んだ）」（82.2％）と

していますが、「いいえ（離乳食は順調に進まなかった）」も 8.2％います。 

図表 7 離乳食の状況 [N=550] 

はい

82.2%

どちらでもな
い

9.1%

無回答
0.5%

いいえ

8.2%

 

(2)朝食の状況 
朝食の状況については、大半が「毎日食べている」（92.5％）としています。一方、「時々食

べている」（3.5％）、「ほとんど食べていない」（0.5％）といった、朝食を食べていない人も 4.0％

います。 

朝食を食べていない理由としては、「本人に食欲がない」が多くなっています。 

図表 8 朝食の状況 [N=550] 

毎日食べて
いる

92.5%

時々食べて

いる
3.5%

まだ食べて
いない

2.9% 無回答

0.5%

ほとんど食

べていない
0.5%
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図表 9 朝食を食べていない理由 [N=22] 

17

7

0

2

1

0

0 10 20

本人に食欲がない

食べる時間がない

親が食べる習慣がない

準備することが面倒

その他

無回答

（人）

 

 

(3)調理済みの食品やインスタント食品の利用頻度と利用理由 
調理済みの食品やインスタント食品の利用頻度についてきいたところ、「週に１～３日程度

使用する」が 39.3％と最も高く、次いで「月に２～３日程度使用する」（29.8％）、「ごくまれ

に使用することがある」（22.4％）となっています。 

また、利用している主な理由についてきいたところ、大半が「調理時間が短縮できるから」

（71.5％）をあげています。 

図表 10 調理済みの食品やインスタント食品の利用頻度 [N=550] 

39.3

22.4

4.5

29.8

0.4

3.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

週に４日以上使用する

週に１～３日程度使用する

月に２～３日程度使用する

ごくまれに使用することがある

まったく使用しない

無回答

(%)

 

図表 11 調理済みの食品やインスタント食品の利用の主な理由 [N=523] 

5.5

1.3

1.3

5.2

6.5

2.5

6.1

71.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

調理時間が短縮できるから

経済的だから

おいしいから

家族が好きだから

料理を作るのが面倒だから

家では作れないから

その他

無回答

(%)
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(4)外食の頻度 
外食の頻度についてきいたところ、「月に１～３回」が 53.3％と最も高く、次いで「週に１

回程度」（23.3％）となっています。 

図表 12 外食の頻度 [N=550] 

0.4

0.0

7.5

23.3

11.5

53.3

4.2

0.0 20.0 40.0 60.0

週に５回以上

週に２～４回

週に１回程度

月に１～３回

２～３か月に１回程度

ほとんど外食しない

無回答

(%)

 

(5)おやつの頻度 
おやつの頻度をきいたところ、大半が「１日１～２回食べる」（88.9％）としています。 

図表 13 おやつの頻度 [N=550] 

１日１～２回

食べる
88.9%

無回答

0.4%
１日３回以上

食べる
2.2%

食べない

8.5%
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(6)子どもの食事で気をつけていること 
子どもの食事で気をつけていることについてきいたところ、「栄養のバランスを考えて食べ

る」が 71.1％と最も高く、次いで「お菓子やスナック菓子を食べ過ぎない」（61.1％）、「ジュ

ース等を飲みすぎない」（60.5％）となっており、栄養のバランスや間食などについて気をつ

けている人が多くいます。 

図表 14 子どもの食事で気をつけていること [N=550；複数回答] 

28.4

6.0

1.5

0.7

38.5

9.6

61.1

48.9

60.5

50.4

51.1

71.1

28.4

22.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

栄養のバランスを考えて食べる

お菓子やスナック菓子を食べ過ぎない

ジュース等を飲みすぎない

塩からいものを食べ過ぎない

できるだけ多くの食品を食べる

牛乳や小魚、大豆製品や海草を食べる

薄味にしている

色の濃い野菜を多く食べる

ごはんとおかずをかわるがわる食べる

食事はゆっくりとよくかんで食べる

動物性脂肪などコレステロールを多く含む食品

を控えている

その他

特にない

無回答

(%)
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(7)食生活に関する情報の入手先 
食生活に関する情報の入手先についてきいたところ、「新聞記事・雑誌・書籍」が 54.4％と

最も高く、次いで「テレビ」（49.8％）、「家族」（40.4％）、「子どもが保育園や幼稚園からもっ

て帰った資料・冊子やイベント」（36.5％）となっており、メディアなどの情報媒体から情報

を得ている人が多くなっています。 

図表 15 食生活に関する情報の入手先 [N=550；複数回答] 

12.4

1.6

7.3

0.2

6.2

49.8

19.5

40.4

28.4

36.5

54.4

7.1

0.2

0.0 20.0 40.0 60.0

新聞記事・雑誌・書籍

テレビ

家族

子どもが保育園や幼稚園からもって帰った資

料・冊子やイベント

友人・知人

ホームページの食情報

商品に書かれた説明やキャッチコピー

店頭表示や店頭配布物

健康づくり推進員

店員の意見

その他

特にない

無回答

(%)
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(8)子どもの食事のことで相談できる人の有無 
子どもの食事のことで相談できる人の有無についてきいたところ、大半が「いる」（92.2％）

としていますが、「いない」人も 6.9％います。 

図表 16 子どもの食事のことで相談できる人の有無 [N=550] 

いる

92.2%

いない

6.9%

無回答

0.9%

 

 

(9)子どもの食事で困っていること 
子どもの食事で困っていることについてきいたところ、「好ききらいがある」が 36.9％と最

も高く、次いで「ムラ食い」（30.5％）、「食べるのに時間がかかる」（24.2％）、「食卓で座って

いられない」（22.0％）となっています。一方、「特にない」とする人も 16.9％います。 

図表 17 子どもの食事で困っていること [N=550；複数回答] 

10.0

1.5

8.5

16.9

5.1

8.7

36.9

22.0

13.6

24.2

12.9

30.5

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

好ききらいがある

ムラ食い

食べるのに時間がかかる

食卓で座っていられない

小食

食べ散らかす

自分で食べない

かまない

食べ過ぎる

アレルギー

その他

特にない

無回答

(%)
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(10)食事の感想 
「おいしかった」など食事の感想をいうことがあるかきいたところ、「いつもある」が 42.5％、

「時々ある」（37.5％）と、80％が感想をいうことがあるとしています。一方、「ない」人も 16.9％

います。 

図表 18 食事の感想 [N=550] 

いつもある
42.5%

時々ある

37.5%

ない
16.9%

無回答
3.1%

 

 

(11)食事の手伝いの有無 
食事の手伝いの有無についてきいたところ、「よくする」が 39.1％、「たまにする」が 37.5％

と、約 77％が食事の手伝いをしています。一方、「しない」人も 20.7％います。 

図表 19 食事の手伝いの有無 [N=550] 

よくする

39.1%

たまにする

37.5%

しない

20.7%

無回答

2.7%
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(12)子どもが食事を楽しんでいるとき 
子どもが食事を楽しんでいるときについてきいたところ、「好きなものを食べるとき」が

88.5％と最も高く、次いで「家族そろって食べるとき」（58.2％）となっています。 

図表 20 食事を楽しんでいるとき [N=550；複数回答] 

3.5

2.4

15.3

88.5

33.3

32.5

44.0

29.8

58.2

27.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

好きなものを食べるとき

家族そろって食べるとき

外食するとき

自分が作ったり手伝ったりしたものを食べると

き

バーベキューのように屋外で食べるとき

昼食のとき（保育所や幼稚園を含む）

夕食のとき

朝食のとき

その他

無回答

(%)
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(13)食習慣・マナーなどで気を使っていること 
食習慣・マナーなどで気を使っていることについてきいたところ、「「いただきます」と「ご

ちそうさま」のあいさつをかならずする」が 81.5％と最も高く、次いで「だいたい決まった時

間に食べる」（68.7％）、「テーブルにひじをつかない」（52.0％）、「残さないで食べる」（51.5％）、

「ごはんを食べている途中で席をはなれない」（50.2％）となっています。 

図表 21 食習慣・マナーなどで気を使っていること [N=550；複数回答] 

39.5

26.5

6.9

2.7

0.5

0.2

36.2

43.6

28.0

24.4

39.3

42.2

81.5

51.5

50.2

52.0

44.9

68.7

38.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

「いただきます」と「ごちそうさま」のあいさつを

かならずする

だいたい決まった時間に食べる

テーブルにひじをつかない

残さないで食べる

ごはんを食べている途中で席をはなれない

楽しく和やかに食事をする

テレビを消して食べる

好ききらいをしない

姿勢よくごはんを食べる 

はしや食器を正しくもつ 

家族みんなでごはんを食べる

食事の前にかならず手を洗う

口に食べものを入れたまま話さない

よくかんで食べる

携帯電話をみながらごはんを食べない

大きな声で話さない 

その他

特にない

無回答

(%)
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３．子どもの生活状況 

(1)子どもの健康状態 
子どもの健康状態についてきいたところ、「とても健康だと思う」が 64.4％、「まあ健康だと

思う」が 35.3％と、大半が健康としています。 

図表 22 子どもの健康状態 [N=550] 

健康ではない
0.0%

あまり健康でな

い
0.2%

無回答

0.2%

まあ健康だと思

う

35.3%

とても健康だと

思う
64.4%

 

(2)起床時間・就寝時間 
起床時間について、「７時台」が 47.3％と最も高く、次いで「６時台」（40.0％）となってい

ます。 

また、就寝時間については、「21時台」が 51.3％と最も高く、次いで「20 時台」（22.7％）、

「22 時台」（20.2％）となっています。 

睡眠時間をみると、「10時間～11時間未満」が 41.8％と最も高く、次いで「９時間～10未

満」が 40.4％となっています。平均では、9時間 44 分となっています。 

図表 23 起床時間、就寝時間 [N=550] 

＜起床時間＞                                ＜就寝時間＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.6

40.0

10.7

0.4

47.3

0.0 20.0 40.0 60.0

6時以前

6時台

7時台

8時以降

無回答

(%)

2.5

22.7

0.5

0.7

51.3

2.0

20.2

0.0 20.0 40.0 60.0

20時以前

20時台

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

(%)
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図表 24 睡眠時間 [N=550] 

0.5

8.0

41.8

0.4

40.4

8.9

0.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間以上

無回答

(%)

 

 

(3)歯みがきの有無 
歯みがきの有無についてきいたところ、「１日１回はみがく」が 38.9％と最も高く、次いで

「１日２回みがく」（33.3％）となっています。 

図表 25 歯みがきの有無 [N=550] 

33.3

18.4

5.5

3.8

38.9

0.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

毎食後にみがく

１日２回みがく

１日１回はみがく

１日１回もみがかない日がある

まだ歯がはえていない

無回答

(%)
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(4)虫歯の有無 
虫歯の有無についてきいたところ、大半が「虫歯はない」（84.4％）としています。一方、「虫

歯があるが治療していない」人も 2.0％います。 

図表 26 虫歯の有無 [N=550] 

虫歯はない

84.4%

虫歯があったが
治療済み

9.1%

虫歯があるが

治療していない

2.0%

無回答
0.4%

まだ歯がはえて

いない

4.2%
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４．食育などの意識について 

(1)奈良県内の農産物について 
奈良県内の農産物の認知度についてきいたところ、「知っている」が 77.3％、「知らない」が

22.5％となっています。 

知っている人に奈良県内の農産物を意識して食べているかきいたところ、「よく食べる」が

25.6％、「時々食べる」が 59.3％と、奈良県内の農産物を意識して食べている人は約 85％、「あ

まり食べない」人は 9.4％います。 

図表 27 奈良県内の農産物の認知度 [N=550] 

知っている
77.3%

知らない

22.5%

無回答

0.2%

 

図表 28 奈良県内の農産物を意識して食べているか [N=425] 

よく食べる

25.6%

時々食べる

59.3%

無回答

1.6%

わからない

4.0%

あまり食べない

9.4%
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(2)食育の認知度 
「食育」の言葉を知っているかきいたところ、「意味もよく知っている」（34.0％）、「意味を

なんとなく知っている」（54.5％）と、ある程度知っている人は約 89％います。一方、「言葉は

聞いたことがある」（10.4％）、「聞いたことがなかった」（0.9％）と、あまり知らない人も約

11％います。 

図表 29 食育の認知度 [N=550] 

意味もよく知っ

ている
34.0%

言葉は聞いたこ

とがある

10.4%

意味をなんとな
く知っている

54.5%

聞いたことがな

かった
0.9%

無回答

0.2%

 

(3)食育をはじめるのがよいと思う時期 
「食育」をはじめるのがよいと思う時期についてきいたところ、「離乳食が始まるころ」が

36.9％が最も高く、次いで「３～６歳頃」（33.1％）、「１～２歳頃」（25.8％）となっており、

大半の人が就学前にはじめるのがよいと考えています。 

図表 30 食育をはじめるのがよいと思う時期 [N=550] 

0.0

0.0

25.8

0.0

33.1

0.4

3.1

36.9

0.0

0.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

離乳食が始まる頃

１～２歳頃

３～６歳頃

小学校低学年

小学校高学年

中学生

高校生

成人

必要ない

無回答

(%)
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(4)子どもに行いたい食育 
子どもに行いたい「食育」についてきいたところ、「栄養バランスの良い食事のとり方を教

える」が 75.5％と最も高く、次いで「食に対する感謝の念を育てる」（71.8％）、「正しい食事

マナーを教える」（67.8％）となっています。 

図表 31 子どもに行いたい食育 [N=550；複数回答] 

0.2

27.6

1.3

26.5

36.7

75.5

61.5

60.5

67.8

53.3

71.8

12.2

39.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

栄養バランスの良い食事のとり方を教える

食に対する感謝の念を育てる

正しい食事マナーを教える

楽しく食事することを教える

親子で料理を一緒に作る経験をする

正しい食習慣を教える

安全・安心な食選びの方法を教える

食を通じたコミュニケーションを促す

日本や地域の食文化を教える

調理に関する知識や技法を教える

食に関する社会問題を伝える

その他

無回答

(%)
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(5)子どもと参加してみたい「食育」に関するイベント 
子どのと参加してみたいと思う「食育」に関するイベントについてきいたところ、「農林漁

業などに関する体験活動」が 50.7％と最も高く、次いで「郷土料理・伝統料理などの食文化継

承活動」（42.0％）となっています。一方、「特にない」とする人も 11.1％います。 

図表 32 子どもと参加してみたい「食育」に関するイベント [N=550；複数回答] 

11.1

0.2

1.6

50.7

22.7

17.3

27.3

15.8

42.0

12.2

0.0 20.0 40.0 60.0

農林漁業などに関する体験活動

郷土料理・伝統料理などの食文化継承活動

食生活の改善に関するイベント（健康まつり

など）

食品の安全や表示に関する教室

食育に関する国際交流活動

生活習慣病予防などのための料理教室

食品廃棄や食品リサイクルに関する教室

その他

特にない

無回答

(%)
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(6)育児についての不安や悩み 
育児についての不安や悩みについてきいたところ、「自分の自由な時間がもてない」が 25.5％

と最も高く、次いで「栄養や食事について」（24.4％）、「子どもの教育に関すること」（23.8％）

となっています。一方、「不安や悩みは特にない」とする人も 15.1％います。 

あ図表 33 育児についての不安や悩み [N=550；複数回答] 

5.6

5.5

4.7

3.6

2.7

2.0

1.8

1.6

1.6

0.5

3.5

15.1

5.6

8.9

7.6

19.3

9.6

24.4

19.5

23.8

19.6

23.1

25.5

17.8

13.8

9.1

14.9

0.0 10.0 20.0 30.0

自分の自由な時間がもてない

栄養や食事について

子どもの教育に関すること

気持ちに余裕をもって子どもに接することができない

病気や体の発育について

子育てによる身体の疲れが大きい

子どもの友だちづきあい

子育てで出費がかさむ

仕事や家事が十分にできない

目が離せないので気が休まらない

育児方法に自信がもてない

しつけのしかたがわからない

子どもを一時的にあずけたいときにあずけ先がない

子どもについてまわりの目や評価が気になる

しつけのしかたが家庭内で一致していない

言葉が遅い

育児を負担に感じる

子どもが急病のとき診てくれる医者が近くにいない

子どもをもつ親同士の関係がうまくいかない

幼稚園や保育所などに行きたがらない

配偶者が育児に参加してくれない

子どもへの接し方がわからない

悩みごとの相談先がわからない

子どもを好きになれない

その他

不安や悩みは特にない

無回答

(%)
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(7)育児の不安や悩みの解消方法 
育児の不安や悩みの解消方法についてきいたところ、「配偶者・パートナーに相談する」

（82.9％）、「子どものいる友人に相談する」（74.7％）、「親、きょうだいに相談する」（67.5％）

など、身近な人に相談する人が多くなっています。 

図表 34 育児の不安や悩みの解消方法 [N=550；複数回答] 

4.0

74.7

5.1

67.5

6.2

21.1

82.9

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

配偶者・パートナーに相談する

子どものいる友人に相談する

親、きょうだいに相談する

インターネットを利用して、相談コーナーに書き

込んだり、同じような悩みを検索したりする

生駒市の子育て相談・家庭児童相談・子育て電話

相談に相談する

子育てサークルの仲間に相談する

その他

無回答

(%)

 

 

(8)家事や育児に対する家族の協力の有無 
家事や育児に対して家族の支援があるかきいたところ、「はい（協力がある）」が 95.5％、「い

いえ（協力がない）」が 3.6％となっています。 

図表 35 家事や育児に対する家族の協力の有無 [N=550] 

はい
95.5%

無回答

0.9%
いいえ

3.6%
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５．乳幼児健診、予防接種などについて 

(1)乳幼児健診の受診の有無について 
乳幼児健診の受診状況をみると、０・１歳、２歳では、３か月健診、７か月健診を受診した

人は 90％前後となっています。３歳では１歳６か月健診、２歳６か月健診を受診した人が 90％

前後となっています。４歳、５・６歳では３歳６か月健診、２歳６か月健診の受診率が 85％前

後となっています。 

一方、どれも受けていない人は５・６歳以外では１％ですが、５・６歳は５％います。 

図表 36 乳幼児健診の受診の有無 [N=550；複数回答] 

92.5

88.7

47.2

2.8

0.0

0.0

0.0

90.4

89.5

93.9

1.8

0.0

0.9

73.3

83.2

87.1

90.1

5.0

1.0

73.9

82.0

82.9

86.5

1.8

71.7

70.8

74.3

84.1

87.6

5.3

77.2

75.2

76.6

75.7

76.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

３か月健診を受けた

７か月健診を受けた

１２か月健診を受けた

１歳６か月健診を受けた

２歳６か月健診を受けた

３歳６か月健診を受けた

どれも受けていない

0・１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５・６歳

(%)
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(2)健診を受けていない理由 
必要な健診のうち、受けていないものが１つでもある人に、健診を受けなかった理由をきい

たところ、「生駒市に住んでいなかった」をあげる人が多くなっています。 

図表 37 健診を受けていない理由 [N=550；複数回答] 

3

1

16

4

13

6

6

86

3

1

3

2

0 20 40 60 80 100

生駒市に住んでいなかった

他ですでに受けた

健診があることを忘れていた

保護者が忙しかった

保育所や幼稚園に通っていて、受けに行けなかった

子どもが病気になった

特に心配なことがなかった

予約が取れなかった

健診があることを知らなかった

子どものきょうだいが病気になった

健診会場が不便だった

その他

(人)
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(3)育児相談会への参加の有無 
育児相談会への参加の有無についてきいたところ、半数が「どれにも参加していない」

（53.8％）としています。一方、なんらかの相談会に参加したことがあるのは 42.7％おり、な

かでも「10 か月育児相談に参加した」（30.0％）、「１歳６か月育児相談に参加した」（29.1％）

の割合が高くなっています。 

育児相談会に参加していない人に理由をきいたところ、「特に心配なことがなかった」が

43.6％と最も高く、次いで「育児相談があることを知らなかった」（26.0％）となっています。 

図表 38 育児相談会への参加の有無 [N=550；複数回答] 

30.0

53.8

3.5

15.5

29.1

0.0 20.0 40.0 60.0

１０か月児育児相談に参加した

１歳６か月児育児相談に参加した

３歳児育児相談に参加した　

どれにも参加していない

無回答

(%)

 

図表 39 育児相談会に参加していない理由 [N=296；複数回答] 

2.0

26.0

2.0

16.2

5.4

11.1

43.6

1.7

1.0

14.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

特に心配なことがなかった

育児相談があることを知らなかった

保護者が忙しかった

生駒市に住んでいなかった

他で相談した

子どもが病気になった

会場が不便だった

子どものきょうだいが病気になった

その他

無回答

(%)

 



 

26 

 
 

(4)予防接種の接種状況 
必要な予防接種を受けたかきいたところ、「ほぼ受けた」が 87.8％、「受けていないものもあ

る」が 10.7％、「あまり受けていない」が 0.7％となっています。 

図表 40 予防接種の有無 [N=550] 

ほぼ受けた

87.8%

あまり受けて

いない
0.7%

無回答

0.7%

受けていな

いものもある
10.7%

 

 

(5)こんにちは赤ちゃん訪問の利用状況 
３歳までの人に、こんにちは赤ちゃん訪問の利用についてきいたところ、「利用した」が

64.8％、「利用しなかった」が 24.0％となっています。 

こんにちは赤ちゃん訪問を利用した人にその感想をきいたところ、「子どもの成長を確認す

ることができたが 57.2％と最も高く、次いで「母乳や授乳に関する相談ができた」（36.1％）

となっています。 

一方、赤ちゃん訪問を利用しなかった人にその理由についてきいたところ、「新生児訪問を

受けた」が 33.8％と最も高く、次いで「特に心配なことがなかった」（16.9％）となっていま

す。 

図表 41 こんにちは赤ちゃんの利用の有無 [N=321] 

利用した

64.8%

利用しなかっ

た

24.0%

不明

5.3%

わからない

5.9%
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図表 42 こんにちは赤ちゃんを利用した感想 [N=208；複数回答] 

1.4

11.5

57.2

29.8

22.6

30.8

15.4

36.1

5.8

0.0 20.0 40.0 60.0

子どもの成長を確認することができた

母乳や授乳に関する相談ができた

不安が解消した

今後の子どもの成長についてアドバイスを受けた

予防接種などの情報が得られた

相談する先が明確になった

その他

特にない

不明

(%)

 

図表 43 こんにちは赤ちゃんを利用しなかった理由 [N=77；複数回答] 

29.9

16.9

0.0

7.8

1.3

7.8

33.8

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

新生児訪問を受けた

特に心配なことがなかった

市からの連絡がなかった

保護者が忙しかった

子どもが病気になった

子どものきょうだいが病気になった

その他

不明

(%)
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６．健康いこま２１計画、生駒市食育推進計画について 

(1)健康いこま２１計画の認知度 
健康いこま２１計画の認知度をきいたところ、「内容も知っている」が 1.5％、「聞いたこと

がある」が 22.2％、「知らない」が 75.3％となっています。 

図表 44 健康いこま 21 計画の認知度 [N=550] 

知らない
75.3%

聞いたことが

ある
22.2%

内容も知っ

ている
1.5%

無回答
1.1%
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(2)健康づくりなどでの行動や環境の変化の有無 
この５年ほどで、健康づくりなどで行動や意識に何か変化があったかきいたところ、「健康

に関する情報について意識するようになった」が 38.0％と最も高く、次いで「がん検診やその

他の検診を受けるようになった」（24.5％）、「ストレスをためないように工夫したり、十分な

休養をとるようになった」（22.7％）となっています。一方、「特にない」とする人も 26.0％い

ます。 

また、この５年ほどで、健康づくりなどで周囲の環境に何か変化があったかきいたところ、

「分煙や禁煙の場所が増えた」（33.1％）、「がん検診やその他の検診について、見たり聞いた

りする機会が増えた」（31.8％）、「健康に関する情報を、見たり聞いたりする機会が増えた」

（31.1％）をあげる人の割合が高くなっています。一方、「特にない」とする人も 28.9％いま

す。 

図表 45 健康づくりなどでの行動の変化の有無 [N=550；複数回答] 

1.3

26.0

1.3

38.0

21.1

15.6

22.7

11.8

24.5

2.0

6.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

健康に関する情報について意識するようになった

がん検診やその他の検診を受けるようになった

ストレスをためないように工夫したり、十分な休

養をとるようになった 

定期的に歯科健診を受けるなど、歯の健康に関心

をもつようになった

健康のために意識的に体を動かすようになった

喫煙や受動喫煙による健康への影響について意識
するようになった

節度ある適度な飲酒を心がけるようになった

健康に関するイベントや学習会などに参加するよ
うになった

その他

特にない

無回答

(%)
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図表 46 健康づくりなどでの環境の変化の有無 [N=550；複数回答] 

6.2

2.9

31.8

7.5

31.1

10.2

12.9

33.1

3.3

28.9

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

分煙や禁煙の場所が増えた

がん検診やその他の検診について、見たり聞いた

りする機会が増えた

健康に関する情報を、見たり聞いたりする機会が

増えた

ストレスや休養について、見たり聞いたりする機

会が増えた

歯の健康について、見たり聞いたりする機会が増

えた

運動する場所や運動する機会が増えた

健康に関するイベントや学習会が開催されること
を、見たり聞いたりする機会が増えた

節度ある適度な飲酒について、見たり聞いたりす
る機会が増えた

その他

特にない

無回答

(%)

 

 

(3)「わ食の日」の認知度、実践状況 
「わ食の日」の認知度をきいたところ、「知っていた」が 16.4％、「知らなかった」が 83.3％

となっています。 

また、「わ食の日」の実践状況をきいたところ、「実践している」が 72.7％、「実践していな

い」が 26.9％となっています。 

図表 47 「わ食の日」の認知度 [N=550] 

知っていた

16.4%

知らなかった
83.3%

無回答
0.4%
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図表 48 わ食の日の実践の状況 [N=550] 

実践していな

い
26.9%

無回答

0.4%

実践している

72.7%

 

 

(4)生駒市食育推進計画の認知度 
生駒市食育推進計画の認知度をきいたところ、「内容も知っている」が 1.5％、「聞いたこと

がある」が 23.8％、「知らない」が 74.0％となっています。 

図表 49 生駒市食育推進計画の認知度 [N=550] 

知らない

74.0%

聞いたことが

ある

23.8%

内容も知っ
ている

1.5%

無回答

0.7%
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(5)食生活での行動や環境の変化の有無 
この５年ほどで、食生活で行動や意識に何か変化があったかきいたところ、「生活リズムを

整えて、バランスのとれた食生活を心がけるようになった」、「体によい食材や料理を選択する

よう、心がけるようになった」がともに 43.6％と最も高く、次いで「食品を無駄にしたり、捨

てたりしないよう、心がけるようになった」（37.3％）、「おいしく、楽しく、食事をするよう、

心がけるようになった」（36.4％）となっています。一方、「特にない」とする人も 18.4％いま

す。 

また、この５年ほどで、食生活で周囲の環境に何か変化があったかきいたところ、「食育に

関する情報を、見たり聞いたりする機会が増えた」が 33.8％と最も高く、次いで「外食などで

も、バランスのとれた食事をとりやすくなった」（26.7％）、「食品が少量で販売されるなど、

食品を無駄にしないですむようになった」（22.4％）となっています。一方、「特にない」とす

る人も 28.4％います。 

図表 50 食生活での行動の変化の有無 [N=550；複数回答] 

0.9

18.4

19.6

1.5

43.6

21.1

37.3

32.7

36.4

43.6

7.1

2.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

生活リズムを整えて、バランスのとれた食生活を

心がけるようになった

体によい食材や料理を選択するよう、心がけるよ
うになった

食品を無駄にしたり、捨てたりしないよう、心が

けるようになった

おいしく、楽しく、食事をするよう、心がけるよ

うになった

朝ごはんを欠かさず食べることを心がけるように
なった

歯や口の健康に関心をもつようになった

食育に関する情報について意識するようになった

地域の食材や伝統食について興味をもつように

なった

食に関するイベントや学習会などに参加するよう

になった

その他

特にない

無回答

(%)
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図表 51 食生活での環境の変化の有無 [N=550；複数回答] 

5.8

0.7

1.8

33.8

19.5

17.5

22.4

12.0

26.7

28.4

6.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

食育に関する情報を、見たり聞いたりする機会が

増えた

外食などでも、バランスのとれた食事をとりやす

くなった

食品が少量で販売されるなど、食品を無駄にしな

いですむようになった

安全・安心な食材が手に入りやすくなった

おいしく、楽しく、食事ができる機会が増えた

歯や口の健康について、見たり聞いたりする機会

が増えた

地域の食材や伝統食などを、見たり聞いたりする

機会が増えた

食に関するイベントなどに参加しやすくなった

その他

特にない

無回答

(%)
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第第３３章章  小小学学生生  

１．対象児童について 

(1)性別 
対象者の性別は、「男子」が 54.4％、「女子」が 45.6％となっています。 

図表 52 性別 [N=283] 

男子

54.4%

女子

45.6%

無回答

0.0%

 
 

(2)家族構成 
家族構成をみると、大半が「一般世帯」（80.6％）となっています。 

図表 53 家族構成 [N=283] 

一般世帯
80.6%

ひとり親世帯
7.8%

その他の世

帯

1.4%

無回答

0.0%

三世代世帯

10.2%
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(3)日比式肥満度 
対象者の日比式肥満度1をみると、「やせすぎ」（4.6％）、「やせ気味」（26.1％）といった、

やせが約 31％、「普通」が 55.5％、「やや肥満」（6.4％）、「肥満」（5.7％）といった、肥満が

約 12％となっています。 

図表 54 日比式肥満度 [N=283] 

不明

1.8%

やせ気味
26.1%

普通

55.5%

やや肥満

6.4%

肥満

5.7%

やせすぎ

4.6%

 

                                                   
1
 日比式肥満度：児童･生徒の肥満傾向の判定方法の１つ。 

肥満度＝（実測体重（kg）－標準体重（kg））／標準体重（kg）×100 で求められ、これが20％以

上であれば肥満とされる。 ※標準体重は、性別・身長別に設定されている。  



 

36 

  

２．食習慣について 

(1)健康状態 
健康状態についてきいたところ、「とても健康だと思う」が 53.0％、「まあ健康だと思う」が

45.2％と大半が健康としています。一方、「あまり健康でない」が 1.4％、「健康ではない」が

0.4％と、健康でない人が 1.8％います。 

図表 55 健康状態 [N=283] 

とても健康だ

と思う

53.0%

無回答

0.0%

健康ではな

い

0.4%

あまり健康で

ない

1.4%

まあ健康だと
思う

45.2%

 

(2)自分の食生活の問題の有無、問題点 
自分の食生活（食べるもの、食べる時間、食べ方など）に問題があるかきいたところ、「食

生活には気をつけているので問題ない」が 61.1％、「問題があり、良くしようと思う」（20.8％）、

「問題があっても、良くしようと思わない」（2.8％）といったなんらかの問題があるとしてい

るのは約 24％、「食生活にはあまり関心がない」が 14.1％となっています。 

問題がある人に問題点をきいたところ、「嫌いなものが多い」が 52.2％と最も高く、次いで

「バランスが悪い」、「食べ過ぎ」（ともに 22.4％）となっています。 

図表 56 自分の食生活の問題点の有無 [N=283] 

問題があり、

良くしようと思

う
20.8%

問題があっ

ても、良くしよ

うと思わない
2.8%

食生活には

あまり関心が

ない
14.1%

無回答
1.1%

食生活には

気をつけてい
るので問題

ない

61.1%
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図表 57 自分の食生活の問題点 [N=67；複数回答] 

52.2

22.4

1.5

19.4

7.5

22.4

19.4

0.0 20.0 40.0 60.0

嫌いなものが多い

バランスが悪い

食べ過ぎ

間食が多い

食事を抜くことがある

その他

無回答

(%)

 
 

(3)朝食の状況、朝食を食べていない理由 
朝食の状況については、大半が「毎日食べている」（93.6％）としています。一方、「時々食

べている」（4.6％）、「ほとんど食べていない」（1.4％）といった、朝食を食べていない人も 6.0％

います。 

朝食を食べていない理由としては、「食欲がない」、「食べる時間がない」が多くなっていま

す。 

図表 58 朝食の状況 [N=283] 

ほとんど食

べていない

1.4% 無回答

0.4%
時々食べて

いる

4.6%

毎日食べて
いる

93.6%
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図表 59 朝食を食べていない理由 [N=17] 

9

9

0

0

1

4

4

4

0 5 10

食欲がない

食べる時間がない

前から食べる習慣がない

朝ごはんが用意されていない

食べるより寝ていたい

太りたくない

その他

不明

（人）

 

 

(4)食べ物のアレルギーの有無 
食べ物のアレルギーの有無については、「ある」が 7.4％、「ない」が 92.6％となっています。 

食べ物のアレルギーのある人に、どのようなアレルギーがあるかきいたところ、「えび・か

に」、「牛乳・乳製品」などが多くなっています。 

図表 60 食べ物のアレルギーの有無 [N=283] 

ない

92.6%

ある

7.4%

無回答

0.0%
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図表 61 食べ物のアレルギーの種類 [N=21；複数回答] 

3

4

5

11

0

1

0 10 20

卵

牛乳・乳製品

小麦

えび・かに

その他

無回答

（件）

 

(5)朝食や夕食を一緒に食べる人の有無 
朝食や夕食をだれと食べるかきいたところ、朝食は半数以上が「だいたい家族の誰かと食べ

る」（63.6％）となっています。一方、「一人で食べる」人も 10.6％います。 

また、夕食は「だいたい家族そろって食べる」と「だいたい家族の誰かと食べる」がほぼ同

割合となっています。 

図表 62 朝食・夕食を誰と食べるか [N=283] 

24.0

63.6

47.7

49.5

0.7

2.1

0.0

0.7

1.1

10.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

だいたい家族そろって食べる

だいたい家族の誰かと食べる

一人で食べる

その他

無回答

(%)

朝食

夕食

 

 

(6)コンビニエンスストアのお弁当（おにぎりやパンを含む）やインスタント食品の利

用頻度 
コンビニエンスストアのお弁当（おにぎりやパンを含む）やインスタント食品の利用頻度に

ついてきいたところ、コンビニエンスストアのお弁当については、約半数が「ほとんど食べな

い」（48.8％）としています。食べる人では「２～３か月に１回程度」（20.5％）、「月に１～３

回」（19.8％）の割合が高くなっています。      

インスタント食品については、「ほとんど食べない」が 33.6％と最も高く、次いで、「月に１

～３回」（28.6％）「２～３か月に１回程度」（23.3％）となっています。 



 

40 

図表 63 コンビニエンスストアのお弁当（おにぎりやパンを含む）やインスタント食品の利用頻度 [N=283] 

0.0

2.1

0.0

0.0

2.5

12.0

23.3

33.6

0.0

48.8

8.8

20.5

19.8
28.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

週に５回以上

週に２～４回

週に１回程度

月に１～３回

２～３か月に１回程度

ほとんど食べない

無回答

(%)

コンビニエンスストアのお弁当

インスタント食品

  

(7)夕飯時の空腹感 
夕飯時におなかがすいているかきいたところ、「すいている」が 70.0％、「時々すいている」

が 28.6％、「すいていない」が 1.4％となっています。 

図表 64 夕飯時の空腹感 [N=283] 

時々すいている

28.6%

すいている

70.0%

すいていない

1.4%
無回答

0.0%

 

(8)ごはんの時間を楽しいと感じるとき 
ごはんの時間を楽しいと感じるのは、どのようなときかきいたところ、「好きなものを食べ

るとき」が 76.0％と最も高く、次いで「外食するとき」（72.4％）、「家族みんなで食べるとき」

（58.0％）、「自分がつくったり手伝ったものを食べるとき」（53.4％）となっています。 
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図表 65 ごはんの時間を楽しいと感じるとき [N=283；複数回答] 

9.9

4.2

0.7

72.4

1.8

76.0

53.4

36.7

58.0

31.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

好きなものを食べるとき

外食するとき

家族みんなで食べるとき

自分がつくったり手伝ったものを食べ
るとき

学校での昼ごはん

夕ごはんのとき

朝ごはんのとき

ひとりで食べるとき

その他

無回答

(%)

 
 

(9)奈良県内の農産物について 
奈良県内の農産物の認知度についてきいたところ、「知っている」が 74.9％、「知らない」が

23.3％となっています。 

図表 66 奈良県内の農産物の認知度 [N=283] 

知っている

74.9%

知らない

23.3%

無回答

1.8%

 

 

(10)食事の手伝いの有無 
食事の手伝いの有無についてきいたところ、「よくする」が 39.2％、「たまにする」が 54.4％

と、約 94％が食事の手伝いをしています。一方、「しない」人も 6.0％います。 
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図表 67 食事の手伝いの有無 [N=283] 

よくする

39.2%

たまにする

54.4%

無回答
0.4%しない

6.0%
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(11)食習慣・マナーなどで気を使っていること 
食習慣・マナーなどで気を使っていることについてきいたところ、「「いただきます」と「ご

ちそうさま」のあいさつをかならずする」が 77.4％と最も高く、次いで「テーブルにひじをつ

かない」（67.8％）、「残さないで食べる」（57.2％）、「はしや食器を正しくもつ」（50.5％）と

なっています。 

図表 68 食習慣・マナーなどで気を使っていること [N=283；複数回答] 

67.8

39.6

30.0

28.6

17.7

3.5

4.9

0.0

32.5

32.5

26.9

26.9

32.9

33.6

77.4

50.5

48.1

57.2

43.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

「いただきます」と「ごちそうさま」のあいさつをか

ならずする

テーブルにひじをつかない

残さないで食べる

はしや食器を正しくもつ

好き嫌いをしない

だいたい決まった時間に食べる

姿勢よくごはんを食べる

ごはんを食べている途中で席をはなれない

楽しく和やかに食事をする

口に食べものを入れたまま話さない

よくかんで食べる

携帯電話を見ながらごはんを食べない

食事の前にかならず手を洗う

家族みんなでごはんを食べる

テレビを消して食べる

大きな声で話さない

その他

特にない

無回答

(%)
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３．生活の状況について 

(1)起床時間・就寝時間 
起床時間について、「６時台」が 64.0％と最も高く、次いで「７時台」（30.7％）となってい

ます。 

また、就寝時間については、「22 時台」（41.0％）、「21 時台」（39.6％）の割合が高くなって

います。 

睡眠時間については、「８時間～９時間未満」が 43.8％と最も高く、次いで「９時間～10 時

間未満」（36.4％）となっています。平均では８時間 36 分となっています。 

図表 69 起床時間、就寝時間 [N=283] 

＜起床時間＞                                ＜就寝時間＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表 70 睡眠時間 [N=283] 

1.4

1.8

2.5

14.1

36.4

43.8

0.0

0.0 20.0 40.0 60.0

６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

(%)

 

 

 

3.9

64.0

0.0

1.4

30.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

6時以前

6時台

7時台

8時以降

無回答

(%)

1.4

39.6

1.8

41.0

2.1

14.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

21時以前

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

(%)
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(2)ストレスの有無 
ストレスを感じることがあるかきいたところ、「感じている」が 26.5％、「感じていない」が

72.1％となっています。 

ストレスを感じることがある人に、自分なりのストレス解消方法があるかきいたところ、「あ

る」が 66.7％、「ない」が 30.7％となっています。 

図表 71 ストレスの有無 [N=283] 

感じている

26.5%

感じていない

72.1%

無回答

1.4%

 

図表 72 自分なりのストレス解消方法の有無 [N=75] 

ある

66.7%

ない

30.7%

無回答

2.7%
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(3)学校で眠くなることの有無 
学校で眠くなることがあるかきいたところ、「ほぼ毎日眠たくなる」が 16.6％、「週に２～３

回眠たくなる」が 27.2％、「ほとんどない」が 54.4％となっています。 

図表 73 学校で眠くなることの有無 [N=283] 

ほぼ毎日眠たく

なる

16.6%

週に２～３回眠

たくなる

27.2%

ほとんどない

54.4%

無回答

1.8%

 

 

(4)歯みがきの有無 
歯みがきの有無についてきいたところ、「１日２回みがく」が 60.8％と最も高く、次いで「１

日１回はみがく」（24.7％）となっています。 

図表 74 歯みがきの有無 [N=283] 

毎食後にみがく

9.5%

１日２回みがく

60.8%

無回答

0.7%

１日１回もみが
かない日がある

4.2%

１日１回はみが

く

24.7%
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(5)虫歯の有無 
虫歯の有無についてきいたところ、「虫歯はない」が 48.8％、「虫歯があったが治療済み」が

44.5％、「虫歯があるが治療していない」が 4.9％います。 

図表 75 虫歯の有無 [N=283] 

虫歯はない
48.8%

虫歯があったが

治療済み
44.5%

無回答

1.8%

虫歯があるが

治療していない

4.9%

 

 



 

48 

第第４４章章  中中・・高高校校生生  

１．対象者について 

(1)年齢・性別 
対象者の年齢は「中学２年生」が最も高く 30.4％、次いで「中学１年生」が 23.6％となっ

ています。 

性別は、「男子」が 52.1％、「女子」が 47.4％となっています。 

図表 76 年齢 [N=424] 

中学１年生

23.6%

中学２年生

30.4%
１６歳（高校１年

生）

10.4%

１７歳（高校２年

生）
15.8%

１８歳（高校３年

生）

19.3%

無回答

0.5%

 

図表 77 性別 [N=424] 

男子

52.1%

女子

47.4%

無回答

0.5%
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(2)家族構成 
家族構成をみると、「一般世帯」が 72.6％と最も高く、次いで「三世代世帯」が 16.3％とな

っています。 

図表 78 家族構成 [N=424] 

一般世帯

72.6%

ひとり親世帯

9.9%

無回答

0.2%

その他の世帯

0.9%

三世代世帯
16.3%

 
 

(3)日比式肥満度 
対象者の日比式肥満度1をみると、「やせすぎ」（10.4％）、「やせ気味」（28.8％）といった、

やせが約 39％、「普通」が 48.8％、「やや肥満」（5.4％）、「肥満」（3.3％）といった、肥満が

約 9％となっています。 

図表 79 日比式肥満度 [N=424] 

やせすぎ

10.4%

やせ気味
28.8%

普通

48.8%

やや肥満
5.4%

無回答

3.3%肥満
3.3%

 
図表 80 （参考）高校生 ＢＭＩ [N=193] 

18.5以上25未満
（普通）

72.0%

18.5未満（低体

重）
23.8%

30以上（肥満）

0.0%

無回答
1.0%

25以上30未満

（太り気味）

3.1%

  
                                                   
1
 日比式肥満度：児童･生徒の肥満傾向の判定方法の１つ。 

肥満度＝（実測体重（kg）－標準体重（kg））／標準体重（kg）×100 で求められ、これが20％以

上であれば肥満とされる。 ※標準体重は、性別・身長別に設定されている。  
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２．食習慣について 

(1)健康状態 
健康状態についてきいたところ、「とても健康だと思う」が 35.1％、「まあ健康度と思う」が

61.8％と大半が健康としています。一方、「あまり健康でない」が 2.6％、「健康ではない」が

0.5％と、健康でない人が 3.1％います。 

図表 81 健康状態 [N=424] 

とても健康だと

思う
35.1%

まあ健康だと思

う

61.8%

あまり健康でな

い

2.6%

健康ではない
0.5% 無回答

0.0%

 

 

(2)食育の認知度 
「食育」の言葉を知っているかきいたところ、「意味もよく知っている」が 14.4％、「意味を

なんとなく知っている」が 54.0％と、ある程度知っている人は約 68％います。一方、「言葉は

聞いたことがある」が 25.9％、「知らない」が 5.0％と、あまり知らない人も約 31％います。 

図表 82 食育の認知度 [N=424] 

意味もよく知っ

ている

14.4%言葉は聞いたこ
とがある

25.9%

無回答

0.7%

知らない

5.0%

意味をなんとな

く知っている

54.0%
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(3)自分の食生活の問題の有無、問題点 
自分の食生活（食べるもの、食べる時間、食べ方など）に問題があるかきいたところ、「食

生活には気をつけているので問題ない」が 57.8％、「問題があり、改善しようと思う」（18.4％）、

「問題があっても、改善しようと思わない」（5.7％）といった、なんらかの問題があるとして

いるのは約 24％、「食生活にはあまり関心がない」が 17.0％となっています。 

問題がある人に問題点をきいたところ、「間食が多い」が 40.2％と最も高く、次いで「バラ

ンスが悪い」（39.2％）、「嫌いなものが多い」（35.3％）となっています。 

図表 83 自分の食生活の問題点の有無 [N=424] 

問題があり、改
善しようと思う

18.4%

問題があっても
改善しようと思

わない

5.7%

食生活にはあま
り関心がない

17.0%

無回答

1.2%

食生活には気を
つけているので

問題ない

57.8%

 

図表 84 自分の食生活の問題点 [N=102；複数回答] 

1.0

39.2

27.5

25.5

35.3

7.8

40.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

間食が多い

バランスが悪い

嫌いなものが多い

食べ過ぎ

食事を抜くことがある

その他

無回答

(%)
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(4)朝食の状況、朝食を食べていない理由 
朝食の状況については、大半が「毎日食べている」（84.9％）としています。一方、「時々食

べている」（8.3％）、「ほとんど食べていない」（2.8％）といった、朝食を食べていない人も約

11％います。 

朝食を食べていない理由としては、「食べる時間がない」、「食欲がない」が多くなっていま

す。 

図表 85 朝食の状況 [N=424] 

ほとんど食べて
いない

2.8%

無回答

4.0%
時々食べている

8.3%

毎日食べている

84.9%

 

図表 86 朝食を食べていない理由 [N=47] 

48.9

46.8

0.0

0.0

2.1

36.2

12.8

14.9

0.0 20.0 40.0 60.0

食べる時間がない

食欲がない

食べるより寝ていたい

朝ごはんが用意されていない

以前から食べる習慣がない

太りたくない

その他

不明

(%)
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(5)夕食にかける時間、夕食の時間 
夕食にかける時間についてきいたところ、大半が「普通（20 分前後）」（71.7％）となってい

ます。その他では、「ゆっくり食べる（40 分以上）」が 21.2％、「早い（10 分くらい）」が 5.2％

となっています。 

また、夕食の時間についてきいたところ、「19 時台」が 38.2％と最も高く、次いで「20 時台」

（28.1％）となっています。 

図表 87 夕食にかける時間 [N=424] 

ゆっくり食べる

（４０分以上）

21.2%

無回答
1.9%

早い（１０分くら

い）
5.2%

普通（２０分前
後）

71.7%

 

図表 88 夕食の時間 [N=424] 

2.4

1.7

6.8

38.2

8.3

28.1

14.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

18時以前

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

(%)
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(6)朝食や夕食を食べる一緒に食べる人の有無 
朝食や夕食を誰と食べるかきいたところ、朝食、夕食ともに約半数が「だいたい家族の誰か

と食べる」（それぞれ 49.1％、49.8％）となっています。次いで、朝食は「一人で食べる」が

32.3％、夕食は「だいたい家族そろって食べる」が 35.4％となっています。 

図表 89 朝食・夕食を誰と食べるか [N=424] 

49.1

49.8

11.6

1.2

2.1

14.6

32.3

2.6

1.4

35.4

0.0 20.0 40.0 60.0

だいたい家族そろって食べる

だいたい家族の誰かと食べる

一人で食べる

その他

無回答

(%)

朝食

夕食

 

 

(7)高校生の昼食の状況 
高校生の昼食の状況についてきいたところ、大半が「家庭食（お弁当）」（94.8％）となって

います。      

図表 90 高校生の昼食の状況 [N=193] 

その他

2.1%

外食

0.0%

食べない
0.0%

コンビニなどで
買ってきて食べ

る

2.1%

お菓子など

0.0%

家庭食（お弁

当）

94.8%

無回答

1.0%
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(8)夕食の状況 
夕食の状況についてきいたところ、大半が「家庭食」（96.5％）となっています。      

図表 91 夕食の状況 [N=424] 

無回答

1.7%

家庭食

96.5%

お菓子など

0.0%
コンビニなどで

買ってきて食べ

る

0.9%

食べない
0.0%

外食
0.7%

その他
0.2%

 

 

(9)インスタント食品の利用頻度 
インスタント食品の利用頻度についてきいたところ、「月に１～３回」が 38.7％と最も高く、

次いで、「ほとんど食べない」（18.9％）、「週に１回程度」（18.4％）となっています。 

図表 92 インスタント食品の利用頻度 [N=424] 

0.0

5.7

1.9

18.9

18.4

16.5

38.7

0.0 20.0 40.0 60.0

週に５回以上

週に２～４回

週に１回程度

月に１～３回

２～３か月に１回程度

ほとんど食べない

無回答

(%)
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(10)外食の頻度 
外食の頻度についてきいたところ、「月に１～３回」が 48.1％と最も高く、次いで「２～３

か月に１回程度」（22.6％）となっています。 

図表 93 外食の頻度 [N=424] 

0.5

2.8

2.1

48.1

22.6

11.3

12.5

0.0 20.0 40.0 60.0

週に５回以上

週に２～４回

週に１回程度

月に１～３回

２～３か月に１回程度

ほとんど外食しない

無回答

(%)

 

 

(11)間食の状況 
間食の状況についてきいたところ、大半が「１日１～２回食べる」（74.51％）としています。

その他では「食べない」が 18.9％となっています。 

図表 94 間食の状況 [N=424] 

食べない

18.9%

無回答

2.1%

１日１～２回食

べる
74.5%

１日３回以上食
べる

4.5%
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(12)食事で気を使っていること 
食事で気を使っていることについてきいたところ、「お菓子やスナック菓子を食べ過ぎない」

が 36.6％と最も高く、次いで「ごはんとおかずをかわるがわる食べる」（32.5％）となってい

ます。 

図表 95 食事で気を使っていること [N=424；複数回答] 

21.2

13.2

12.0

2.1

22.9

1.7

21.0

36.6

25.2

25.0

27.1

23.1

32.5

6.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

お菓子やスナック菓子を食べ過ぎない

ごはんとおかずをかわるがわる食べる

できるだけ多くの食品を食べる

ジュースを飲みすぎない

栄養のバランスを考えて食べる

牛乳や小魚、大豆製品や海草を食べる

食事はゆっくりとよくかんで食べる

塩からいものを食べ過ぎない

薄味にしている

色の濃い野菜を多く食べる

動物性脂肪などコレステロールを多く含む食品

を控えている

その他

特にない

無回答

(%)
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(13)食生活で興味のあること 
食生活で興味のあることについてきいたところ、「栄養のバランス」が 44.1％と最も高く、

次いで「食事の量」（35.8％）となっています。 

図表 96 食生活で興味のあること [N=424；複数回答] 

44.1

35.8

5.9

30.7

4.7

14.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

栄養のバランス

食事の量

食事づくり

外食の上手な選び方

その他

無回答

(%)

 

 

(14)食事バランスガイドなどの指針の参考状況 
食事バランスガイドなどの指針の参考についてきいたところ、半数強が「特に参考にしてい

ない」（56.4％）としています。参考にしているなかでは、「３色分類」（11.6％）、「食事バラ

ンスガイド」（8.5％）となっています。 

図表 97 食事バランスガイドなどの指針の参考状況 [N=424；複数回答] 

8.5

20.3

0.9

56.4

7.1

11.6

3.8

0.2

4.2

0.0 20.0 40.0 60.0

食事バランスガイド

食生活指針

日本人の食事摂取基準

６つの基礎食品

３色分類

その他の指針

特に参考にしていない

わからない

無回答

(%)
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(15)奈良県内の農産物について 
奈良県内の農産物の認知度についてきいたところ、「知っている」が 55.9％、「知らない」が

37.7％となっています。 

図表 98 奈良県内の農産物の認知度 [N=424] 

知っている

55.9%

知らない

37.7%

無回答

6.4%

 

 

(16)食事の時間を楽しいと感じるとき 
食事の時間を楽しいと感じるのは、どのようなときかきいたところ、「好きなものを食べる

とき」が 82.3％と最も高く、次いで「バーベキューのように屋外で食べるとき」（56.4％）、「外

食するとき」（50.9％）となっています。 

図表 99 食事の時間を楽しいと感じるとき [N=424；複数回答] 

8.0

5.0

2.1

0.2

29.0

56.4

35.8

50.9

45.5

48.3

82.3

19.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

好きなものを食べるとき

バーベキューのように屋外で食べるとき

外食するとき

家族そろって食べるとき

学校での昼食

自分がつくったり手伝ったりしたものを食べ

るとき

夕食のとき

テレビや雑誌を見ながら食べるとき

朝食のとき

一人で食べるとき

その他

無回答

(%)
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(17)食事の手伝いの有無 
食事の手伝いの有無についてきいたところ、「よくする」が 30.2％、「たまにする」が 52.1％

と、約 82％が食事の手伝いをしています。一方、「しない」人も 16.7％います。 

図表 100 食事の手伝いの有無 [N=424] 

よくする
30.2%

たまにする

52.1%

しない

16.7%

無回答

0.9%
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(18)食習慣・マナーなどで気を使っていること 
食習慣・マナーなどで気を使っていることについてきいたところ、「テーブルにひじをつか

ない」が 56.8％と最も高く、次いで「残さないで食べる」（55.9％）、「「いただきます」と「ご

ちそうさま」のあいさつをかならずする」（55.7％）となっています。 

図表 101 食習慣・マナーなどで気を使っていること [N=424；複数回答] 

26.4

24.3

1.4

5.0

0.7

37.0

11.8

22.6

28.1

55.9

38.2

55.7

43.9

47.9

56.8

33.0

30.0

21.5

15.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

テーブルにひじをつかない

残さないで食べる

「いただきます」と「ごちそうさま」のあいさ

つをかならずする

携帯電話を見ながらごはんを食べない

はしや食器を正しくもつ 

好き嫌いをしない

だいたい決まった時間に食べる

楽しく和やかに食事をする

家族みんなでごはんを食べる

口に食べものを入れたまま話さない

姿勢よくごはんを食べる 

食事の前にかならず手を洗う

ごはんを食べている途中で席をはなれない

よくかんで食べる

テレビを消して食べる

大きな声で話さない 

その他

特にない

無回答

(%)
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３．生活の状況について 

(1)起床時間・就寝時間 
起床時間について、「６時台」が 52.6％と最も高く、次いで「７時台」（39.4％）となってい

ます。 

また、就寝時間については、「23 時台」が 41.5％と最も高く、次いで「24時以降」（38.0％）

となっています。 

睡眠時間については、「７時間～８時間未満」が 36.1％と最も高く、次いで「６時間～７時

間未満」（25.2％）となっています。平均では７時間 11 分となっています。 

図表 102 起床時間、就寝時間 [N=424] 

＜起床時間＞                                ＜就寝時間＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 103 睡眠時間 [N=424] 

9.7

22.9

4.0

36.1

1.2

25.2

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

(%)

 

 

 

 

 

6.6

52.6

39.4

0.5

0.9

0.0 20.0 40.0 60.0

6時以前

6時台

7時台

8時以降

無回答

(%)

0.5

3.8

41.5

38.0

15.6

0.7

0.0 20.0 40.0 60.0

21時以前

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

(%)
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(2)自分の体型に対する考え 
自分の体型に対する考えについてきいたところ、「やせている」（10.1％）、「少しやせている」

（17.2％）といった、やせていると考えている人が約 27％、「ふつう」が 50.5％、「少し太っ

ている」（15.8％）、「太っている」（6.1％）といった、太っていると考えている人が約 22％と

なっています。 

図表 104 自分の体型に対する考え [N=424] 

少しやせている

17.2%

ふつう
50.5%

少し太っている

15.8%

無回答

0.2%

やせている

10.1%

太っている

6.1%

 

 

(3)意識的に体を動かすことの有無 
学校（体育の授業など）以外の時間に、意識的に体を動かすことがあるかきいたところ、「週

に３日以上している」が 53.1％と最も高く、次いで「ほとんど運動していない」が 30.0％と

なっています。 

図表 105 意識的に体を動かすことの有無 [N=424] 

週に３日以上し

ている
53.1%

無回答

0.7%

ほとんど運動し

ていない
30.0%

週に１～２日し

ている

11.3%

月に１～２日以
上している

5.0%
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(4)ストレスの有無 
ストレスを感じることがあるかきいたところ、「感じている」が 44.6％、「感じていない」が

49.3％となっています。 

ストレスを感じることがある人に、自分なりのストレス解消方法があるかきいたところ、「あ

る」が 82.5％、「ない」が 15.9％となっています。 

図表 106 ストレスの有無 [N=424] 

感じている

44.6%

感じていない
49.3%

無回答

6.1%

 

図表 107 自分なりのストレス解消方法の有無 [N=189] 

ある

82.5%

ない
15.9%

無回答

1.6%
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(5)学校で眠くなることの有無 
学校で眠くなることがあるかきいたところ、「ほぼ毎日眠たくなる」が 43.9％、「週に２～３

回眠たくなる」が 32.8％、「ほとんどない」が 17.7％となっています。 

図表 108 学校で眠くなることの有無 [N=424] 

ほぼ毎日眠たく
なる

43.9%

週に２～３回眠

たくなる
32.8%

ほとんどない

17.7%

無回答

5.7%

 

 

(6)日常の心の疲れの有無 
日常の心の疲れの状況についてきいたところ、「毎日がなんだかむなしい気がする」人は

13.7％、「毎日がおもしろくない」人が 9.7％、「なにをしても、うまくいかない気がする」人

が 17.5％、「自分に自信がもてない」人は 28.5％、「疲れて、なにもしたくない」人が 32.8％

います。 

図表 109 日常の心の疲れの有無 [N=424] 

13.7

9.7

17.5

28.5

32.8

80.0

83.0

75.5

65.3

60.8

6.4

7.3

7.1

6.1

6.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

毎日むなしい

おもしろくない

うまくいかない

自信がもてない

疲れて何もしたくない

はい いいえ 無回答
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(7)悩みを相談できる人 
悩みを相談できる人についてきいたところ、「学校の友だち」が 66.5％と最も高く、次いで

「母」（60.8％）となっています。一方、「相談できる人がだれもいない」が 5.0％います。 

図表 110 悩みを相談できる人 [N=424；複数回答] 

11.6

4.2

5.0

11.1

11.6

66.5

21.7

20.3

34.2

17.0

60.8

3.5

6.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

学校の友だち

母

父

きょうだい

その他の友だち

学校の先生

塾や習い事の先生

学校などの先ぱい 

祖父・祖母

祖父母以外の親類

その他の人

相談できる人がだれもいない

無回答

(%)

 
  

(8)歯みがきの有無 
歯みがきの有無についてきいたところ、「１日２回みがく」が 51.9％と最も高く、次いで「１

日１回はみがく」（25.9％）となっています。 

図表 111 歯みがきの有無 [N=424] 

１日２回みがく
51.9%

無回答

5.4%

毎食後にみがく

13.0%

１日１回もみが

かない日がある

3.8%

１日１回はみが

く

25.9%
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(9)飲酒や喫煙の経験の有無 
飲酒や喫煙の経験についてきいたところ、飲酒経験のある人は 16.0％、喫煙経験のある人は

1.4％となっています。 

図表 112 飲酒や喫煙の有無 [N=424] 

＜飲酒の経験＞                              ＜喫煙の経験＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

(10)たばこと病気の関係 
たばこを吸うこと（受動喫煙を含む）と病気の関係についてきいたところ、「肺がん」が 79.0％

と最も高く、次いで「気管支炎」（58.0％）となっています。一方、「どれもたばことは関係が

ない」が 0.2％、「わからない」が 9.9％います。 

図表 113 たばこと病気の関係 [N=424；複数回答] 

27.1

5.9

58.0

34.2

41.7

38.7

40.3

79.0

0.2

9.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

肺がん

気管支炎

脳卒中

心臓病

歯周病

低体重児出生

早産

どれもたばことは関係がない

わからない

無回答

(%)

 

 

 

 

 

ある
16.0%

ない
78.3%

無回答
5.7%

吸ったこと

はない
93.2%

吸ったこと

がある
1.4%

無回答
5.4%
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(11)子宮頸がんワクチンの接種の有無 
中高生の女子に、子宮頸がんワクチンを接種の有無についてきいたところ、「接種した」が

48.8％、「接種していない」が 43.3％となっています。 

接種していない人にその理由をきいたところ、「忙しくて行けないから」が 28.7％と最も高

く、次いで「必要性がわからないから」が 16.1％となっています。 

図表 114 子宮頸がんワクチンの接種の有無 [N=201] 

接種した
48.8%

接種していない

43.3%

無回答

8.0%

 

図表 115 子宮頸がんのワクチンを接種していない理由 [N=87] 

16.1

28.7

8.0

33.3

10.3

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

忙しくて行けないから

必要性がわからないから

知らなかったから

怖いから

その他

無回答

(%)
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４．健康いこま２１計画、生駒市食育推進計画について 

(1)健康づくりなどでの行動や環境の変化の有無 
この５年ほどで、健康づくりなどで行動や意識に何か変化があったかきいたところ、「タバ

コを吸っている人に近づかないようになった」が 28.1％と最も高く、次いで「ストレスをため

ないように工夫したり、十分な休養をとるようになった」（20.5％）となっています。一方、「特

にない」とする人も 39.2％います。 

また、この５年ほどで、健康づくりなどで周囲の環境に何か変化があったかきいたところ、

「分煙や禁煙の場所が増えた」が 29.5％と最も高く、次いで「運動する場所や運動する機会が

増えた」（23.6％）となっています。一方、「特にない」とする人も 37.7％います。 

図表 116 健康づくりなどでの行動の変化の有無 [N=424；複数回答] 

5.7

39.2

28.1

18.6

15.8

18.9

0.7

20.5

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

タバコを吸っている人に近づかないようになった

ストレスをためないように工夫したり、十分な休

養をとるようになった 

健康のために意識的に体を動かすようになった

歯の健康に関心をもつようになった

健康に関する情報について意識するようになった

健康に関するイベントや学習会などに参加するよ
うになった

その他

特にない

無回答

(%)
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図表 117 健康づくりなどでの環境の変化の有無 [N=424；複数回答] 

0.7

23.6

4.0

20.0

9.2

10.6

29.5

37.7

6.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

分煙や禁煙の場所が増えた

運動する場所や運動する機会が増えた

健康に関する情報を、見たり聞いたりする機会が
増えた

ストレスや休養について、見たり聞いたりする機

会が増えた

歯の健康について、見たり聞いたりする機会が増

えた

健康に関するイベントや学習会が開催されること
を、見たり聞いたりする機会が増えた

その他

特にない

無回答

(%)

 

 

(2)「わ食の日」の認知度、実践状況 
「わ食の日」の認知度をきいたところ、「知っていた」が 12.7％、「知らなかった」が 87.0％

となっています。 

また、「わ食の日」の実践状況をきいたところ、「実践している」が 57.3％、「実践していな

い」が 41.0％となっています。 

図表 118 「わ食の日」の認知度 [N=424] 

知っていた

12.7%

知らなかった

87.0%

無回答

0.2%
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図表 119 わ食の日の実践状況 [N=424] 

実践している

57.3%

実践していない

41.0%

無回答

1.7%
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(3)食生活での行動や環境の変化の有無 
この５年ほどで、食生活で行動や意識に何か変化があったかきいたところ、「自分が食べら

れる量だけをとるようになった」（28.8％）、「おいしく、楽しく、食事をするよう、心がける

ようになった」（28.1％）、「朝ごはんを毎日食べるように心がけるようになった」（27.8％）、「外

食や食品を買う時に、カロリーや栄養表示を見るようになった」（26.7％）となっています。

一方、「特にない」とする人も 30.2％います。 

また、この５年ほどで、食生活で周囲の環境に何か変化があったかきいたところ、「おいし

く、楽しく、食事ができる機会が増えた」が 27.8％と最も高く、次いで「食育に関する情報を、

見たり聞いたりする機会が増えた」（19.3％）となっています。一方、「特にない」とする人も

48.6％います。 

図表 120 食生活での行動の変化の有無 [N=424；複数回答] 

0.5

1.7

0.5

28.8

26.7

21.2

27.8

17.9

28.1

30.2

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

自分が食べられる量だけをとるようになった

おいしく、楽しく、食事をするよう、心がけるよ

うになった

朝ごはんを毎日食べるように心がけるようになっ

た

外食や食品を買う時に、カロリーや栄養表示を見
るようになった

生活リズムを整えて、バランスのとれた食生活を
心がけるようになった

歯や口の健康に関心をもつようになった

地域の食材や伝統食について興味をもつように

なった

食に関するイベントや学習会などに参加するよう

になった

その他

特にない

無回答

(%)
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図表 121 食生活での環境の変化の有無 [N=424；複数回答] 

0.5

19.3

1.9

15.3

7.3

12.3

27.8

48.6

2.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

おいしく、楽しく、食事ができる機会が増えた

食育に関する情報を、見たり聞いたりする機会が

増えた

外食などでも、バランスのとれた食事を取りやす

くなった

歯や口の健康について、見たり聞いたりする機会

が増えた

地域の食材や伝統食などを、食べる機会が増えた

農業体験の機会が増えた

その他

特にない

無回答

(%)
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第第５５章章  成成人人  

１．対象者について 

(1)年齢・性別 
対象者の年齢は、「35歳～39 歳」が 11.2％と最も高く、次いで「40 歳～44 歳」（11.1％）、

「55 歳～59 歳」（10.5％）となっています。 

性別は、「男性」が 40.7％、「女性」が 59.1％となっています。 

図表 122 年齢 [N=1,121] 

3.7

6.2

8.7

2.9

7.7

7.3

8.7

7.9

11.1

11.2

7.5

10.5

6.5

0.3

0.0 10.0 20.0

18歳～24歳

25歳～29歳

30歳～34歳

35歳～39歳

40歳～44歳

45歳～49歳

50歳～54歳

55歳～59歳

60歳～64歳

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳以上

無回答

(%)

 

図表 123 性別 [N=1,121] 

男性

40.7%

女性

59.1%

無回答
0.2%
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(2)家族構成 
家族構成をみると、大半が「一般世帯（親と子の世帯）」（82.5％）となっています。 

図表 124 家族構成 [N=424] 

一般世帯

82.5%

ひとりくらし
6.2%

その他の世帯

2.8%

無回答
0.3%

三世代世帯
8.3%

 

(3)職業 
職業をみると、「無職」が 35.5％と最も高く、次いで「会社員」（29.5％）、「パート・アルバ

イト」（14.5％）となっています。 

図表 125 職業 [N=1,121] 

2.1

0.8

29.5

4.6

14.5

5.4

0.5

7.1

35.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

自営業

会社員

公務員

学生

パート・アルバイト

農林漁業

無職

その他

無回答

(%)
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(4)ＢＭＩ、自分の体型に対する考え 
ＢＭＩ1をみると、「18.5 未満（低体重）」が 10.7％、「18.5 以上 25 未満（普通）」が 71.6％、

「25 以上 30 未満（太り気味）」（14.4％）、「30以上（肥満）」（2.1％）といった、太っている

人が約 17％となっています。 

また、自分の体型については、「ふつう」が 38.1％と最も高く、次いで「少し太っている」

（31.4％）となっています。 

図表 126 ＢＭＩ [N=1,121] 

25以上30未満

（太り気味）
14.4%

30以上（肥満）

2.1%
18.5未満（低体

重）

10.7%

無回答
1.2%

18.5以上25未満
（普通）

71.6%  

図表 127 自分の体型に対する考え [N=1,121] 

無回答

0.3%
太っている

14.2%
少しやせている

11.0%

やせている

5.1%

ふつう

38.1%

少し太っている

31.4%

 

                                                   
1 ＢＭＩ:国際的に使用されている肥満の判定方法。ＢＭＩ＝ 体重(kg）÷(身長(ｍ))２ の計算で求められる。 
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２．食習慣について 

(1)健康状態 
健康状態についてきいたところ、「とても健康だと思う」が 9.5％、「まあ健康だと思う」が

73.6％と大半が健康としています。一方、「あまり健康でない」が 12.7％、「健康ではない」が

3.7％と、健康でない人が約 16％います。 

図表 128 健康状態 [N=1,121] 

とても健康だと

思う

9.5%

無回答

0.5%

健康ではない

3.7%あまり健康でな

い

12.7%

まあ健康だと思
う

73.6%
 

 

(2)自分の食生活の問題の有無、問題点 
自分の食生活（食べるもの、食べる時間、食べ方など）に問題があるかきいたところ、「食

生活には気をつけているので問題ない」が 46.8％、「問題があり、改善しようと思う」（36.9％）

や「問題があっても、改善しようと思わない」（4.9％）といった、なんらかの問題があるとし

ているのは約 42％、「食生活にはあまり関心がない」が 8.0％となっています。 

問題がある人に問題点をきいたところ、「バランスが悪い」が 45.6％と最も多く、次いで「食

べ過ぎ」（40.7％）となっています。 

図表 129 自分の食生活の問題の有無 [N=1,121] 

食生活には気を

つけているので
問題ない

46.8%

無回答

3.3%

食生活にはあま

り関心がない

8.0%問題があっても

改善しようと思

わない
4.9%

問題があり、改

善しようと思う

36.9%
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図表 130 自分の食生活の問題点 [N=469；複数回答] 

0.6

45.6

9.0

34.1

8.7

23.2

40.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

バランスが悪い

食べ過ぎ

間食が多い

食事を抜くことがある

嫌いなものが多い

その他

無回答

(%)

 

 

(3)朝食の状況、朝食を食べていない理由 
朝食の状況については、大半が「毎日食べている」（84.1％）としています。一方、「時々食

べている」（9.2％）、「ほとんど食べていない」（5.5％）といった、朝食を食べていない人も約

15％います。 

朝食を食べていない理由としては、「食べる時間がない」、「食欲がない」が多くなっていま

す。 

図表 131 朝食の状況 [N=1,121] 

毎日食べている

84.1%

時々食べている
9.2%

無回答
1.2%

ほとんど食べて

いない
5.5%
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図表 132 朝食を食べていない理由 [N=165；複数回答] 

46.7

32.1

6.1

0.6

7.3

25.5

12.1

23.0

0.0 20.0 40.0 60.0

食べる時間がない

食欲がない

以前から食べる習慣がない

食べるより寝ていたい

食べたり準備したりするのが面倒

太りたくない

その他

無回答

(%)

 

 

(4)夕食にかける時間、夕食の時間 
夕食にかける時間についてきいたところ、大半が「普通（20 分前後）」（70.7％）となってい

ます。その他では、「ゆっくり食べる（40 分以上）」が 17.0％、「早い（10分くらい）」が 11.9％

となっています。 

また、夕食の時間についてきいたところ、「19 時台」が 36.7％と最も高く、次いで「20 時台」

（22.2％）となっています。 

図表 133 夕食にかける時間 [N=1,121] 

普通（２０分前

後）
70.7%

早い（１０分くら

い）
11.9%

無回答
0.4% ゆっくり食べる

（４０分以上）

17.0%
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図表 134 夕食の時間 [N=1,121] 

21.7

0.6

1.6

36.7

9.6

5.2

22.2

2.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

18時以前

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

(%)

 

 

(5)朝食や夕食を一緒に食べる人の有無 
朝食や夕食をだれと食べるかきいたところ、朝食は「一人で食べる」が 40.5％と最も高く、

次いで「だいたい家族の誰かと食べる」（32.8％）となっています。夕食は「だいたい家族の

誰かと食べる」（37.4％）、「だいたい家族そろって食べる」（36.8％）がほぼ同割合となってい

ます。 

図表 135 朝食・夕食を誰と食べるか [N=1,121] 

32.8

22.6

2.5

0.7

2.8

1.5

40.5

22.4

37.4

36.8

0.0 20.0 40.0 60.0

だいたい家族そろって食べる

だいたい家族の誰かと食べる

一人で食べる

その他

無回答

(%)

朝食

夕食
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(6)調理済みの食品やインスタント食品の利用頻度と利用理由 
調理済みの食品やインスタント食品の利用頻度をきいたところ、「週に１～３日程度使用す

る」が 37.9％と最も多く、次いで「月に２～３日程度使用する」（27.0％）となっています。 

また、利用している主な理由についてきいたところ、半数が「調理時間が短縮できるから」

（55.3％）としています。 

図表 136 調理済みの食品やインスタント食品の利用頻度 [N=1,121] 

37.9

22.8

3.4

27.0

0.7

8.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

週に４日以上使用する

週に１～３日程度使用する

月に２～３日程度使用する

ごくまれに使用することがある

まったく使用しない

無回答

(%)

 

 

図表 137 調理済みの食品やインスタント食品の利用の主な理由 [N=1,075] 

3.8

4.1

55.3

5.3

7.5

15.8

3.6

4.6

0.0 20.0 40.0 60.0

調理時間が短縮できるから

経済的だから

おいしいから

家族が好きだから

料理を作るのが面倒だから

家では作れないから

その他

無回答

(%)
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(7)外食の頻度 
外食の頻度についてきいたところ、「月に１～３回」が 39.8％と最も高く、次いで「週に１

回程度」（19.0％）となっています。 

図表 138 外食の頻度 [N=1,121] 

1.2

4.1

14.3

19.0

11.8

39.8

9.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

週に５回以上

週に２～４回

週に１回程度

月に１～３回

２～３か月に１回程度

ほとんど外食しない

無回答

(%)

 

 

(8)コンビニエンスストアのお弁当の利用頻度 
コンビニエンスストアのお弁当（おにぎりやパンを含む）の利用頻度についてきいたところ、

「ほとんど食べない」が 38.4％と最も高く、次いで「月に１～３回」（21.3％）となっていま

す。 

図表 139 コンビニエンスストアのお弁当の利用頻度 [N=1,121] 

0.5

10.3

21.3

13.0

12.8

38.4

3.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

週に５回以上

週に２～４回

週に１回程度

月に１～３回

２～３か月に１回程度

ほとんど食べない

無回答

(%)
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(9)間食の状況 
間食（夜食を含む）の状況についてきいたところ、半数強が「１日１～２回食べる」（58.7％）

としています。一方で、「食べない」が 36.7％となっています。 

図表 140 間食の状況 [N=1,121] 

食べない
36.7%

１日１～２回食

べる
58.7%

無回答

1.2%１日３回以上食
べる

3.5%

 

 

(10)健康づくりのための栄養や食事への意識 
健康づくりのための栄養や食事への意識についてきいたところ、「よく意識する」（33.7％）、

「ときどき意識する」（46.1％）といった、意識する人は約 80％となっています。一方、「あま

り意識しない」（18.0％）、「まったく意識しない」（1.6％）といった、意識しない人も約 20％

います。 

図表 141 健康づくりのための栄養や食事への意識 [N=1,121] 

あまり意識しな

い

18.0%

まったく意識し

ない

1.6%

ときどき意識す

る
46.1%

よく意識する

33.7%

無回答

0.5%
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(11)食事で気をつけていること 
健康づくりのために栄養や食事に気をつけている人に、食事で気をつけていることについて

きいたところ、「栄養のバランスを考えて食べる」が 64.1％と最も高く、次いで「牛乳や小魚、

大豆製品や海草を食べる」（50.1％）、「塩からいものを食べ過ぎない」（49.9％）と、栄養のバ

ランスなどについて気をつけている人が多くいます。 

図表 142 食事で気をつけていること [N=895；複数回答] 

41.3

22.9

3.9

0.7

0.4

35.3

35.9

64.1

47.6

45.4

49.9

41.5

50.1

22.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

栄養のバランスを考えて食べる

牛乳や小魚、大豆製品や海草を食べる

塩からいものを食べ過ぎない

お菓子やスナック菓子を食べ過ぎない

できるだけ多くの食品を食べる

ジュース等を飲みすぎない

薄味にしている

動物性脂肪などコレステロールを多く含む食品

を控えている

色の濃い野菜を多く食べる

ごはんとおかずをかわるがわる食べる

食事はゆっくりとよくかんで食べる

その他

特にない

無回答

(%)
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(12)野菜、牛乳類・小魚・大豆製品・海藻など、肉類、魚、揚げ物の摂取頻度 
「野菜」、「牛乳類・小魚・大豆製品・海藻など」、「肉類」、「魚」、「揚げ物」の摂取頻度につ

いてきいたところ、「野菜」は大半の人が「ほぼ毎日食べる」（79.2％）としています。 

「牛乳類・小魚・大豆製品・海藻など」は半数強が「ほぼ毎日食べる」（58.8％）としてい

ます。 

「肉類類」は「ほぼ毎日食べる」（18.4％）、「週４～５日」は食べる」（28.7％）といった比

較的よく食べる人と、「週２～３日は食べる」（43.4％）がほぼ同割合となっています。 

「魚」では半数強が「週２～３日は食べる」（62.0％）となっています。 

「揚げ物」では「週２～３日は食べる」（46.0％）と「ほとんど食べない」（41.6％）とほぼ

同じ割合となっています。 

図表 143 野菜、牛乳類・小魚・大豆製品・海藻など、肉類、魚、揚げ物の摂取頻度 [N=1,121] 

79.2

58.8

18.4

6.5

2.4

11.9

17.8

28.7

16.0

8.0

6.9

18.2

43.4

62.0

46.0

1.5

4.0

8.5

14.7

41.6 2.0

0.8

1.0

1.2

0.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

野菜

牛乳類・小魚・

大豆製品・海藻など

肉類

魚

揚げ物

ほぼ毎日食べる 週４～５日は食べる 週２～３日は食べる

ほとんど食べない
（週１日程度かそれ以下）

無回答

 



 

86 

 
 

(13)食事のエネルギー量（カロリー）への意識 
食事のエネルギー量（カロリー）を気にしているかきいたところ、「いつも気にしている」

（17.0％）、「時々気にしている」（42.2％）と、ある程度気にしている人は約 59％います。一

方、「あまり気にしていない」（26.0％）、「気にしていない」（14.0％）と、気にしていない人

も 40％います。 

図表 144 食事のエネルギー量（カロリー）への意識 [N=1,121] 

いつも気にして

いる

17.0%

時々気にしてい

る
42.2%

あまり気にして

いない

26.0%

気にしていない

14.0%

無回答

0.7%

 

 

(14)塩分を控えた食事の心がけの有無 
塩分を控えた食事を心がけているかきいたところ、「いつも心がけている」が 26.4％、「時々

気にかけている」が 47.5％、「あまり心がけていない」が 25.4％となっています。 

図表 145 塩分を控えた食事の心がけの有無 [N=1,121] 

いつも心がけて

いる
26.4%

時々気にかけ
ている

47.5%

あまり心がけて
いない

25.4%

無回答
0.7%
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(15)食事バランスガイドなどの指針の参考状況 
食事バランスガイドなどの指針の参考についてきいたところ、半数強が「特に参考にしてい

ない」（59.6％）としています。参考にしているなかでは、「３色分類」（13.6％）、「食事バラ

ンスガイド」（11.6％）が高くなっています。 

図表 146 食事バランスガイドなどの指針の参考状況 [N=1,121；複数回答] 

11.6

8.7

3.2

5.9

1.9

4.3

13.6

7.1

59.6

0.0 20.0 40.0 60.0

食事バランスガイド

食生活指針

日本人の食事摂取基準

６つの基礎食品

３色分類

その他の指針

特に参考にしていない

わからない

無回答

(%)

 

 

(16)内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の認知度 
内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の認知度についてきいたところ、「意味もよ

く知っている」（50.2％）、「意味を何となく知っている」（41.0％）と、ある程度知っている人

は約 91％います。一方、「言葉は聞いたことがある」（6.6％）、「知らない」（0.9％）と、あま

り知らない人も約 8％います。 

図表 147 内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の認知度 [N=1,121] 

意味をなんとな

く知っている
41.0%

意味もよく知っ

ている
50.2%

知らない

0.9%

無回答

1.2%
言葉は聞いたこ

とがある

6.6%
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(17)食事の時間を楽しいと感じるとき 
食事の時間を楽しいと感じるのはどのようなときかきいたところ、「好きなものを食べると

き」が 65.0％と最も高く、次いで「家族そろって食べるとき」（58.3％）、「外食するとき」（49.0％）

となっています。 

図表 148 食事の時間を楽しいと感じるとき [N=1,121；複数回答] 

6.4

4.4

2.8

1.6

7.9

65.0

34.6

34.0

49.0

15.9

58.3

10.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

好きなものを食べるとき

家族そろって食べるとき

外食するとき

バーベキューのように屋外で食べるとき

夕食のとき

自分が作ったり手伝ったものを食べるとき

朝食のとき

学校や職場での昼食

テレビや雑誌を見ながら食べるとき

一人で食べるとき

その他

無回答

(%)
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(18)食習慣・マナーなどで気を使っていること 
食習慣・マナーなどで気を使っていることについてきいたところ、「「いただきます」と「ご

ちそうさま」のあいさつをかならずする」が 53.4％と最も高く、次いで「残さないで食べる」

（52.0％）、「だいたい決まった時間に食べる」（51.3％）となっています。 

図表 149 食習慣・マナーなどで気を使っていること [N=1,121；複数回答] 

28.0

25.2

0.7

4.7

1.3

13.6

18.7

34.3

37.8

53.4

46.6

46.6

51.3

39.9

52.0

32.5

22.9

10.0

38.7

0.0 20.0 40.0 60.0

「いただきます」と「ごちそうさま」のあいさつ

をかならずする

残さないで食べる

だいたい決まった時間に食べる

好き嫌いをしない

テーブルにひじをつかない

はしや食器を正しくもつ 

楽しく和やかに食事をする

食事の前にかならず手を洗う

携帯電話を見ながらごはんを食べない

家族みんなでごはんを食べる

口に食べものを入れたまま話さない

よくかんで食べる

姿勢よくごはんを食べる 

ごはんを食べている途中で席をはなれない

テレビを消して食べる

大きな声で話さない 

その他

特にない

無回答

(%)
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３．食育に対する意識 

(1)食育の認知度 
「食育」の言葉を知っているかきいたところ、「意味もよく知っている」（28.9％）、「意味を

なんとなく知っている」（39.5％）と、ある程度知っている人は約 68％います。一方、「言葉は

聞いたことがある」（18.6％）、「知らない」（10.1％）と、あまり知らない人も約 29％います。 

図表 150 食育の認知度 [N=1,121] 

意味もよく知っ

ている
28.9%

無回答

2.9%
知らない

10.1%

意味をなんとな

く知っている
39.5%

言葉は聞いたこ

とがある

18.6%
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(2)ほしいと思う「食育」に関する情報 
ほしいと思う「食育」に関する情報についてきいたところ、「栄養バランスの良い食事のと

り方」が 50.4％と最も高く、次いで「安全・安心な食選びの方法」（46.5％）となっています。 

図表 151 ほしいと思う「食育」に関する情報 [N=1,121；複数回答] 

12.1

10.9

3.5

21.4

11.2

6.6

14.5

46.5

26.1

39.1

28.0

33.5

50.4

18.6

18.6

6.2

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0

栄養バランスの良い食事のとり方

安全・安心な食選びの方法

食品添加物についての知識

食品の栄養やその働き

調理に関する知識や技法

正しい食習慣

正しい食事マナー

食品表示の読み方やその内容

食品の生産地や流通過程

日本や地域の食文化

食に関する社会問題

食を通じたコミュニケーション

農業や漁業などを体験する方法

食に関するイベント

その他

特にない

無回答

(%)
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(3)参加してみたい「食育」に関するイベント 
参加してみたい「食育」に関するイベントについてきいたところ、「生活習慣病予防などの

ための料理教室」が 30.2％と最も高く、次いで「郷土料理・伝統食などの食文化継承活動」

（26.4％）となっています。 

図表 152 参加してみたい「食育」に関するイベント [N=1,121；複数回答] 

6.2

26.4

6.2

22.0

13.1

18.6

30.2

0.7

5.8

28.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

生活習慣病予防などのための料理教室

郷土料理・伝統食などの食文化継承活動

食生活の改善に関するイベント

食品の安全や表示に関する教室

農林漁業などに関する体験活動

食品廃棄や食品リサイクルに関する教室

食育に関する国際交流活動

その他

特にない

無回答

(%)

 

 

(4)奈良県内の農産物について 
奈良県内の農産物の認知度についてきいたところ、「知っている」が 61.3％、「知らない」が

36.9％となっています。 

知っている人に奈良県内の農産物を意識して食べているかきいたところ、「よく食べる」が

31.3％、「時々食べる」が 54.7％と、奈良県内の農産物を意識して食べている人は約 85％、「あ

まり食べない」人は 7.9％います。 

図表 153 奈良県内の農産物の認知度 [N=1,121] 

知らない

36.9%

無回答

1.8%

知っている

61.3%
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図表 154 奈良県内の農産物を意識して食べているか [N=687] 

よく食べる

31.3%

時々食べる
54.7%

無回答
1.3%

わからない

4.8%

あまり食べない

7.9%
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４．生活の状況について 

(1)起床時間・就寝時間 
起床時間について、「６時台」が 45.8％と最も高く、次いで「６時以前」（22.0％）、「７時台」

（21.1％）となっています。 

また、就寝時間については、「24 時以降」が 44.3％と最も高く、次いで「23 時台」（35.7％）

となっています。 

睡眠時間については、「７時間～８時間未満」が 38.4％と最も高く、次いで「６時間～７時

間未満」（21.7％）、「８時間～９時間未満」（21.5％）となっています。平均では６時間 50 分

となっています。 

図表 155 起床時間、就寝時間 [N=1,121] 

＜起床時間＞                            ＜就寝時間＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図表 156 睡眠時間 [N=1,121] 

1.8

1.3

2.3

38.4

21.5

21.7

6.7

6.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

(%)

 
 
 
 

1.2

4.4

2.3

12.1

44.3

35.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

21時以前

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

(%)

22.0

45.8

8.8

2.2

21.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

6時以前

6時台

7時台

8時以降

無回答

(%)
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(2)寝不足感 
寝不足かどうかきいたところ、「熟睡できている」が 50.0％、「寝不足である」が 47.7％と

なっています。 

図表 157 寝不足感の有無 [N=1,121] 

無回答

2.3%

寝不足である

47.7%

熟睡できている
50.0%

 

 

(3)睡眠導入剤等の使用有無 
睡眠導入剤等の使用の有無についてきいたところ、「よく使用する」（7.6％）、「時々使用す

る」（10.0％）と、使用している人は約 18％、一方「使用しない」が 81.1％となっています。 

図表 158 睡眠導入剤等の使用有無 [N=1,121] 

使用しない
81.1%

無回答

1.3% 時々使用する

10.0%

よく使用する

7.6%
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(4)運動不足感の有無 
運動不足感の有無についてきいたところ、「大いに思う」（38.8％）、「少し思う」（41.3％）

と、運動不足感を持っている人は約 80％、「思わない」人が 18.7％となっています。 

図表 159 運動不足感の有無 [N=1,121] 

思わない
18.7%

無回答

1.2% 大いに思う

38.8%

少し思う
41.3%

 

 

(5)意識的に体を動かすことの有無、実施している運動 
意識的に体を動かすことの有無についてきいたところ、「週に２日以上、１年以上継続して

いる」（21.1％）、「週に２日以上、１年には満たないが、継続している」（6.2％）、「週に１日

程度している」（15.3％）と比較的運動している人が約 43％、「ほとんど運動していない」人が

46.8％となっています。 

また、週に２日以上、１年以上継続している人に実施している運動の種類についてきいたと

ころ、「ウォーキング」が 44.3％と最も高く、次いで「ヨガ・ストレッチ」（18.1％）となって

います。 

図表 160 意識的に体を動かすことの有無 [N=1,121] 

週に２日以上、

１年以上継続し

ている
21.1%

週に２日以上、

１年には満たな
いが、継続して

いる

6.2%

月に１～２日程

度している
8.6%

週に１日程度し

ている
15.3%

無回答

2.0%

ほとんど運動し

ていない

46.8%

 



成人 

97 

図表 161 実施している運動 [N=237；複数回答] 

1.3

0.8

0.8

0.4

0.4

22.8

4.2

5.1

1.3

3.8

5.5

44.3

11.8

11.0

12.2

9.3

18.1

3.0

7.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

ウォーキング

ヨガ・ストレッチ

器具を使ったトレーニング

ゴルフ（練習場含む）

登山・ハイキング

ジョギング・マラソン

テニス

水泳

グラウンドゴルフ・カローリング

サイクリング

野球・キャッチボール

スキー・スノーボード

ソフトボール

ボーリング

サッカー・フットサル

バドミントン

ゲートボール

その他

無回答

(%)
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(6)運動習慣を身につけるために必要な環境 
運動習慣を身につけるためにあればよいと思う環境についてきいたところ、「経済的な負担

がかからない」が 60.5％と最も高く、次いで「運動できる施設や場所が近くにある」（52.4％）、

「一人で気軽に運動できる」（50.5％）となっています。 

図表 162 運動習慣を身につけるために必要な環境 [N=1,121；複数回答] 

3.4

4.6

18.0

60.5

38.5

28.6

50.5

20.6

52.4

20.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

経済的な負担がかからない

運動できる施設や場所が近くにある

一人で気軽に運動できる

初心者が気軽に運動できる

仲間がいる

夜間に運動できる施設や場所がある

アドバイスを受けることができる

土日に運動できる施設や場所がある

その他

無回答

(%)

 
 

(7)ストレスの有無 
ストレスを感じることがあるかきいたところ、「感じている」が 61.9％、「感じていない」が

36.3％となっています。 

ストレスを感じることがある人に、自分なりのストレス解消方法があるかきいたところ、「あ

る」が 74.8％、「ない」が 23.1％となっています。 

図表 163 ストレスの有無 [N=1,121] 

感じていない

36.3%

無回答

1.8%

感じている

61.9%
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図表 164 自分なりのストレス解消方法の有無 [N=694] 

ある

74.8%

ない

23.1%

無回答

2.2%

 

 

(8)日常の心の疲れの有無 
日常の心の疲れの状況についてきいたところ、「毎日の生活に充実感がない」人は 25.6％、

「これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった」人が 19.3％、「以前は楽にできてい

たことが今はおっくうに感じられる」人が 43.9％、「自分は役に立つ人間だとは思えない」人

が 18.7％、「わけもなく疲れた感じがする」人が 42.7％います。 

図表 165 日常の心の疲れの有無 [N=1,121] 

25.6

19.3

43.9

18.7

42.7

69.4

75.9

52.1

75.6

51.9

5.0

4.8

4.0

5.7

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

毎日の生活に充実感がない

楽しくなくなった

おっくうになった

役立つ人間だと思えない

疲れた感じがする

はい いいえ 無回答
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(9)ストレスや悩みの相談、相談相手 
ストレスや悩みの相談の有無についてきいたところ、「相談できている」が 51.7％、「今は相

談していないが、悩みがあれば相談できる人や窓口などを知っている」が 29.1％、「相談でき

ない」が 16.7％となっています。 

相談できる人がいたり、相談できる窓口を知っている人に、その相手についてきいたところ、

「同居の親族（家族）」（67.3％）、「友人」（65.2％）をあげる人が多くなっています。 

図表 166 ストレスや悩みの相談 [N=1,121] 

相談できない

16.7%

無回答

2.5%

相談できている

51.7%

今は相談してい

ないが、悩みが

あれば相談でき
る人や窓口など

を知っている

29.1%

 

 

図表 167 相談相手 [N=906；複数回答] 

67.3

0.4

22.0

5.3

6.0

65.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

同居の親族（家族）

友人

同居の親族（家族）以外の親族

近所の知り合い

その他

無回答

(%)
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(10)相談できない理由 
ストレスや悩みを相談できない人にその理由についてきいたところ、「相談して悩みが解決

するとは思えない」が 48.7％と最も高く、次いで「自分だけの力で解決したい」（31.6％）と

なっています。 

図表 168 相談できない理由 [N=187；複数回答] 

3.7

2.1

7.5

48.7

14.4

3.2

6.4

31.6

16.0

16.0

22.5

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

相談して悩みが解決するとは思えない

自分だけの力で解決したい

他人に話しにくい内容

相談してよい内容かどうかわからない

相談できる人が身近にいない

相談窓口などを信用できない

相談できる窓口などがわからない

相談にお金がかかるのではないかと心配

相談窓口などに行きたいが時間がとれない

その他

特に理由はない

無回答

(%)

 
 

(11)ストレスや悩みを相談するために必要な環境 
ストレスや悩みを相談するために必要な環境についてきいたところ、「必要に応じて、医療

機関や法律、心理などの専門家と連携して対応してくれるサービス」が 62.5％と最も高く、次

いで「電話や FAX、メールなどを使って、24 時間相談できるサービス」（32.3％）となってい

ます。 

図表 169 ストレスや悩みを相談するために必要な環境 [N=1,121；複数回答] 

32.3

62.5

15.3

4.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

電話やFAX、メールなどを使って、24時間相

談できるサービス

必要に応じて、医療機関や法律、心理などの

専門家と連携して対応してくれるサービス

その他

無回答

(%)
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(12)加入している健康保険 
加入している健康保険についてきいたところ、「国民健康保険」が 38.8％と最も高く、次い

で「組合管掌健康保険」（26.1％）となっています。 

図表 170 加入している健康保険 [N=1,121] 

4.4

38.8

26.1

15.7

4.7

9.2

1.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

国民健康保険

組合管掌健康保険

共済組合（公務員、教員）

全国健康保険協会管掌健康保険

（協会けんぽ）

後期高齢者医療

その他

無回答

(%)
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(13)がん検診受診の有無及び受診しているがん検診の内容 
この１年間にがん検診を受けたかきいたところ、「いずれかのがん検診を受けている」が

43.0％、「がん検診を受けていない」が 55.7％となっています。 

なんらかのがん検診を受診した人の中では、市の検診では「子宮頸部がん検診」が 10.0％と

最も高く、次いで「大腸がん検診」（9.7％）、「乳がん検診」（9.5％）となっています。また、

勤務先の検診では「胃がん検診」が 10.9％と最も高く、次いで「大腸がん検診」（9.6％）、「肺

がん検診」（9.5％）となっています。自費での検診については、「子宮頸部がん検診」が 10.9％

と最も高く、次いで「乳がん検診」10.1％となっています。 

図表 171 がん検診受診の有無 [N=1,121] 

5.2

2.9

10.9

9.5

9.6

8.0

7.5

0.4

1.3

7.8

4.7

6.8

10.9

10.1

1.0

9.7

10.0

9.5

0.0

55.7

0.0 20.0 40.0 60.0

胃がん検診

肺がん検診

大腸がん検診

子宮頸部がん検診

乳がん検診

その他

がん検診を受けていない

無回答

（％）

市の検診

勤務先の検診

自費での検診
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(14)がん検診を受診していない理由、がん検診を受けるための条件 
がん検診を受診していない人にその理由についてきいたところ、「たまたま受けていない」

が 31.6％と最も高く、次いで「面倒だから」（24.5％）、「時間がなかったから」（22.6％）とな

っています。 

また、がん検診を受けるための条件についてきいたところ、「土日・祝日等の検診実施」が

42.3％と最も高く、次いで「複数の受診場所の確保」（31.7％）となっています。 

図表 172 がん検診を受診していない理由 [N=624；複数回答] 

11.5

4.5

2.1

3.5

0.3

7.2

6.7

7.1

8.5

31.6

24.5

18.6

18.4

22.6

15.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

たまたま受けていない

面倒だから

時間がなかったから

心配な時はいつでも医療機関を受診できるから

費用がかかり経済的にも負担になるから

まだそういう年齢ではない

検査に伴う苦痛などに不安があるから

健康状態に自信があり、必要性を感じないから

毎年受ける必要性を感じないから

結果が不安なため、受けたくないから

検診を知らなかったから

場所が遠いから

その他

特に理由はない

無回答

(%)
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図表 173 がん検診を受けるための条件 [N=624；複数回答] 

13.5

7.9

28.8

6.4

18.1

31.7

42.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

土日・祝日等の検診実施

複数の受診場所の確保

夕方・夜間の検診実施

毎年同じ時期に検診を実施すること

遠方である等アクセスが困難な受診者への対応

その他

無回答

(%)

 

(15)集団検診か個別検診の受診のしやすさ 
なんらかの検診を受診した人に集団検診と個別健診の受診のしやすさについてきいたとこ

ろ、「集団検診が受診しやすい」が 9.3％、「医療機関での個別検診が受診しやすい」（68.3％）、

「どちらでもよい」（15.8％）となっています。 

図表 174 集団検診か個別検診の受診のしやすさ [N=482] 

集団検診が受

診しやすい

9.3%どちらでもよい
15.8%

無回答

6.6%

医療機関での
個別検診が受

診しやすい

68.3%

 

 

(16)特定健診や健康診断の受診の有無 
40 歳以上の人に特定健診や健康診断の受診状況についてきいたところ、「受けている」が

64.1％、「受けていない」が 32.9％となっています。 
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図表 175 特定健診や健康診断の受診の有無 [N=738] 

受けていない
32.9%

無回答

3.0%

受けている

64.1%

 

 
 
 
 
 
 
 

(17)特定健診や健康診断を受診していない理由 
特定健診や健康診断を受診していない理由についてきいたところ、「たまたま受けていない」

が 28.8％と最も高く、次いで「心配な時はいつでも医療機関を受診できるから」（25.1％）と

なっています。 
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図表 176 特定健診や健康診断を受診していない理由 [N=243；複数回答] 

9.9

2.1

1.2

0.8

4.9

2.1

4.1

4.9

8.2

9.1

28.8

25.1

22.2

18.1

24.7

10.3

0.0 10.0 20.0 30.0

たまたま受けていない

心配な時はいつでも医療機関を

受診できるから

面倒だから

日頃から医療機関にかかっており、特に

必要性を感じないから

時間がなかったから

毎年受ける必要性を感じないから

費用がかかり経済的にも負担になるから

健康状態に自信があり、必要性を

感じないから

検査に伴う苦痛などに不安があるから

結果が不安なため、受けたくないから

場所が遠いから

まだそういう年齢ではない

健診を知らなかったから

その他

特に理由はない

無回答

(%)

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(18)歯みがきの有無 
歯みがきの有無についてきいたところ、「１日２回みがく」が 49.5％と最も高く、次いで「毎

食後にみがく」（25.6％）となっています。 
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図表 177 歯みがきの有無 [N=1,121] 

毎食後にみがく

25.6%

１日２回みがく
49.5%

１日１回もみが
かない日がある

1.6%
１日１回はみが

く

20.4%

無回答
2.9%

 

(19)歯科健診受診の有無 
年に１回は歯科健診を受けているかきいたところ、「受けている」が 31.9％、「日頃治療をし

ているので特に健診は受けていない」が 13.0％、「受けていない」が 53.0％となっています。 

図表 178 歯科健診受診の有無 [N=1,121] 

受けている
31.9%

無回答

2.1%

受けていない
53.0%

日頃治療をして

いるので特に健
診は受けていな

い
13.0%
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(20)歯周病と他の病気との関係 
歯周病と他の病気との関係についてきいたところ、半数が「わからない」（53.1％）として

います。その他では、「糖尿病」が 32.2％と最も高く、次いで「動脈硬化」（20.6％）となって

います。 

図表 179 歯周病と病気との関係 [N=1,121；複数回答] 

3.4

32.2

20.6

3.8

53.1

5.2

5.6

0.0 20.0 40.0 60.0

糖尿病

動脈硬化

早産

低体重児

わからない

どれも関係がない

無回答

(%)

 

 

(21)生活習慣の改善の意向 
運動や食生活などの生活習慣を改善したいかきいたところ、「すでに改善に取り組んでいる

（６か月以上）」（16.9％）、「すでに改善に取り組んでいる（６か月未満）」（7.8％）といった、

すでに取り組んでいる人が約 25％、「近いうちに（おおむね 1か月以内）改善するつもりであ

り、少しずつ始めている」（11.6％）、「改善するつもりである（６か月以内）」（32.9％）とい

った、改善するつもりの人が約 45％、「改善するつもりはない」人が 26.0％となっています。 

図表 180 生活習慣の改善の意向 [N=1,121] 

4.7

11.6

26.0

32.9

7.8

16.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

すでに改善に取り組んでいる（６か月以上）

すでに改善に取り組んでいる（６か月未満）

近いうちに（おおむね1か月以内）改善するつ

もりであり、少しずつ始めている

改善するつもりである（６か月以内）

改善するつもりはない

無回答

(%)
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(22)健康や食生活に関する情報の入手先 
健康や食生活に関する情報の入手先についてきいたところ、「テレビ」が 62.1％と最も高く、

次いで「新聞記事・雑誌・書籍」（55.5％）、「家族」（33.2％）となっています。一方、「特に

情報源はない」とする人も 5.0％います。 

図表 181 健康や食生活に関する情報の入手先 [N=1,121；複数回答] 

6.6

0.6

1.6

5.0

14.5

33.2

32.6

32.9

55.5

62.1

2.7

1.7

1.1

2.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

テレビ

新聞記事・雑誌・書籍

家族

インターネット

友人・知人

健康に関するパンフレット

職場の健康管理部門

子どもがもって帰った資料・冊子や学校のイベント

健康教室や食育のセミナー、イベント

健康づくり推進員

保健所や保健センター

その他

特に情報源はない

無回答

(%)

 

 

(23)飲酒状況 
飲酒状況についてきいたところ、「週に３日以上飲む」が 27.2％、「たまに飲む」が 33.5％、

「飲まない」が 37.2％となっています。 
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図表 182 飲酒状況 [N=1,121] 

たまに飲む

33.5%

飲まない
37.2%

無回答

2.1%

週に3日以上飲
む

27.2%

 

(24)たばこと病気の関係 
たばこを吸うこと（受動喫煙を含む）と病気の関係についてきいたところ、「肺がん」が 86.8％

と最も高く、次いで「気管支炎」（69.1％）となっています。一方、「どれもたばことは関係が

ない」が 0.6％、「わからない」が 4.5％います。 

図表 183 たばこと病気の関係 [N=1,121；複数回答] 

27.8

0.6

4.5

2.7

86.8

69.1

52.8

38.4

53.9

37.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

肺がん

気管支炎

脳卒中

心臓病

低体重児出生

早産

歯周病

どれもたばことは関係がない

わからない

無回答

(%)

 

 

(25)喫煙状況 
喫煙状況についてきいたところ、「毎日吸っている」が 12.1％、「以前吸っていたが、現在は

吸っていない」が 14.0％、「吸わない」が 71.0％となっています。 
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図表 184 喫煙状況 [N=1,121] 

吸わない
71.0%

無回答

2.9%

毎日吸っている
12.1%

以前吸っていた
が、現在は吸っ

ていない

14.0%

 

 

 

 

(26)１日の喫煙本数および喫煙年数 
毎日吸っている人の１日の喫煙本数は、「16～20 本」が 35.3％と最も高く、次いで「６～10

本」（20.6％）、「11～15 本」（19.1％）となっています。 

また、喫煙年数については、「26～30 年」が 19.9％と最も高く、次いで「31 年以上」17.6％

となっています。 

図表 185 1 日の喫煙本数および喫煙年数 [N=136] 

＜喫煙本数＞                             ＜喫煙年数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(27)近い将来の禁煙意向の有無 
近い将来、たばこをやめたいかきいたところ、「はい」が 49.3％、「いいえ」が 44.9％とな

っています。 

また、近い将来、たばこをやめたい人に何があれば喫煙をやめることができるかきいたとこ

ろ、「禁煙外来などの医療機関が利用しやすいこと」が 38.8％と最も高く、次いで「簡単にた

ばこが買えない環境」（29.9％）となっています。 

5.1

5.1

19.1

0.7

35.3

20.6

14.0

0 10 20 30 40

0～5本

6～10本

11～15本

16～20本

21～25本

26本以上

無回答

(%)

16.9

17.6

8.1

8.1

15.4

5.9

8.1

19.9

0.0 10.0 20.0

0～5年

6～10年

11～15年

16～20年

21～25年

26～30年

31年以上

無回答

(%)
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図表 186 近い将来の禁煙意向の有無 [N=136] 

はい

49.3%

いいえ

44.9%

無回答

5.9%

 

図表 187 禁煙するための環境 [N=67；複数回答] 

6.0

19.4

16.4

17.9

29.9

38.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

禁煙外来などの医療機関が

利用しやすいこと

簡単にたばこが買えない環境

結婚・妊娠・出産などのきっかけ

禁煙する仲間がいること

その他

無回答

(%)

 

 

(28)喫煙をやめたきっかけ 
以前吸っていたが、現在吸っていない人にやめたきっかけについてきいたところ、「結婚・

妊娠、子どもや孫が生まれたことなどがきっかけとなった」が 26.8％と最も高く、次いで「体

調が悪くなり、やめざるを得なかった」（21.7％）、「たばこの値上げがきっかけとなった」

（21.0％）となっています。 
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図表 188 喫煙をやめたきっかけ [N=157；複数回答] 

23.6

0.6

26.8

21.7

16.6

7.6

21.0

7.6

0.0 10.0 20.0 30.0

結婚・妊娠、子どもや孫が生まれたことなどが

きっかけとなった

体調が悪くなり、やめざるを得なかった

たばこの値上げがきっかけとなった

身近な人などの病気を見聞きしてやめようと

思った

医療機関で禁煙サポートを受けた

喫煙場所がなくなり、やめざるを得なかった

その他

無回答

(%)
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５．健康いこま２１計画、生駒市食育推進計画について 

(1)健康いこま２１計画の認知度 
健康いこま２１計画の認知度をきいたところ、「内容も知っている」が 1.6％、「聞いたこと

がある」が 15.2％、「知らない」が 80.6％となっています。 

図表 189 健康いこま２１計画の認知度 [N=1,121] 

知らない

80.6%

内容も知ってい

る
1.6%

聞いたことがあ
る

15.2%

無回答

2.6%

 

 

(2)健康づくりなどでの行動や環境の変化の有無 
この５年ほどで、健康づくりなどで行動や意識に何か変化があったかきいたところ、「健康

に関する情報について意識するようになった」が 35.1％と最も高く、次いで「健康のために意

識的に体を動かすようになった」（28.0％）、「ストレスをためないように工夫したり、十分な

休養をとるようになった」（23.9％）となっています。一方、「特にない」とする人も 27.7％い

ます。 

また、この５年ほどで、健康づくりなどで周囲の環境に何か変化があったかきいたところ、

「分煙や禁煙の場所が増えた」が 37.0％と最も高く、次いで「健康に関する情報を、見たり聞

いたりする機会が増えた」（29.9％）となっています。一方、「特にない」とする人も 31.8％い

ます。 
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図表 190 健康づくりなどでの行動の変化の有無 [N=1,121；複数回答] 

12.0

2.2

0.7

3.0

27.7

13.9

23.9

17.6

18.8

28.0

35.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

健康に関する情報について意識するようになっ

た

健康のために意識的に体を動かすようになった

ストレスをためないように工夫したり、十分な

休養をとるようになった 

がん検診やその他の検診を受けるようになった

定期的に歯科健診を受けるなど、歯の健康に関

心をもつようになった

喫煙や受動喫煙による健康への影響について意

識するようになった

節度ある適度な飲酒を心がけるようになった

健康に関するイベントや学習会などに参加する

ようになった

その他

特にない

無回答

(%)

 

図表 191 健康づくりなどでの環境の変化の有無 [N=1,121；複数回答] 

5.1

5.1

0.4

4.6

37.0

29.9

14.5

9.9

18.1

9.4

31.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

分煙や禁煙の場所が増えた

健康に関する情報を、見たり聞いたりする機会

が増えた

がん検診やその他の検診について、見たり聞い

たりする機会が増えた

ストレスや休養について、見たり聞いたりする

機会が増えた

運動する場所や運動する機会が増えた

歯の健康について、見たり聞いたりする機会が

増えた

節度ある適度な飲酒について、見たり聞いたり

する機会が増えた

健康に関するイベントや学習会が開催されるこ

とを、見たり聞いたりする機会が増えた

その他

特にない

無回答

(%)
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(3)「わ食の日」の認知度、実践状況 
「わ食の日」の認知度をきいたところ、「知っていた」が 6.9％、「知らなかった」が 91.9％

となっています。 

また、「わ食の日」の実践状況をきいたところ、「実践している」が 53.9％、「実践していな

い」が 44.2％となっています。 

図表 192 「わ食の日」の認知度 [N=1,121] 

知らなかった

91.9%

無回答

1.2%

知っていた

6.9%

 

図表 193 わ食の日の実践状況 [N=1,121] 

実践している
53.9%

実践していない

44.2%

無回答

2.0%
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(4)生駒市食育推進計画の認知度 
生駒市食育推進計画の認知度についてきいたところ、「内容も知っている」が 1.5％、「聞い

たことがある」が 14.6％、「知らない」が 81.4％となっています。 

図表 194 生駒市食育推進計画の認知度 [N=1,121] 

知らない

81.4%

無回答

2.4%

内容も知ってい

る
1.5% 聞いたことがあ

る
14.6%

 

 

(5)食生活での行動や環境の変化の有無 
この５年ほどで、食生活で行動や意識に何か変化があったかきいたところ、「体によい食材

や料理を選択するよう、心がけるようになった」が 36.3％と最も高く、次いで「生活リズムを

整えて、バランスのとれた食生活を心がけるようになった」（27.8％）、「食品を無駄にしたり、

捨てたりしないよう、心がけるようになった」（26.0％）となっています。一方、「特にない」

とする人も 29.7％います。 

また、この５年ほどで、食生活で周囲の環境に何か変化があったかきいたところ、「食品が

少量で販売されるなど、食品を無駄にしないですむようになった」（22.7％）、「外食などでも、

バランスのとれた食事をとりやすくなった」（21.1％）、「食育に関する情報を、見たり聞いた

りする機会が増えた」（20.2％）となっています。一方、「特にない」とする人も 39.2％います。 
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図表 195 食生活での行動の変化の有無 [N=1,121；複数回答] 

11.2

1.3

29.7

3.2

6.9

1.0

19.5

26.0

22.6

23.8

27.8

36.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

体によい食材や料理を選択するよう、心がけるよう

になった

生活リズムを整えて、バランスのとれた食生活を心

がけるようになった

食品を無駄にしたり、捨てたりしないよう、心がけ

るようになった

朝ごはんを欠かさず食べることを心がけるように

なった

おいしく、楽しく、食事をするよう、心がけるよう

になった

歯や口の健康に関心をもつようになった

食育に関する情報について意識するようになった

地域の食材や伝統食について興味をもつようになっ

た

食に関するイベントや学習会などに参加するように

なった

その他

特にない

無回答

(%)

 

図表 196 食生活での環境の変化の有無 [N=1,121；複数回答] 

0.6

6.6

7.6

22.7

21.1

17.8

11.4

20.2

10.2

39.2

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

食品が少量で販売されるなど、食品を無駄にしない

ですむようになった

外食などでも、バランスのとれた食事をとりやすく

なった

食育に関する情報を、見たり聞いたりする機会が増

えた

安全・安心な食材が手に入りやすくなった

おいしく、楽しく、食事ができる機会が増えた

歯や口の健康について、見たり聞いたりする機会が

増えた

地域の食材や伝統食などを、見たり聞いたりする機

会が増えた

食に関するイベントなどに参加しやすくなった

その他

特にない

無回答

(%)

 

 


